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昆 虫の性機 能 が如何 なるホルモ ン機 構 に よつて規定 され るかの問題に関 しては多数 の

研 究が あるが,未 だ決定的結論 は見出 され て居 ない様であ る。即 ち,V・B・ 魯iggles艶

◎r虚(1936)はR加4勉 薦 及 び7磁 綱 斑 を用 いて研 究 した結 果,成 虫のCOrpOfa

allataが 性 機能 に関係 するホルモンを分泌 す ることを述べ て居 る。更に,LG.Weed

(1936)は!晩1翻oρ 砺s1)伽 物 痂 σ傭 を材料 に用 いて研 究 した結果,Co■p償aa1一

童ataが 卵 の正常 な発育 に必要 であ るばか りでな く,馳《)vi磁cお のGla撮 撮arp◎ 躍o録

の分泌作用 に も影響す る と述べ て居 る。Pfeiffer,亙 ・W.は1晩Z翻oが 郷4伽 鱈%一

露Zお での研究 の結果,卵 細胞 の,卵 黄蓄積 開始 までの発育 はCorpOraallataの 有 無セこ

関係 な く進 むが,そ れ以後 の発育はCorporaa1三a薇 な くしては為 し得 ない ことや,終

に は卵細 胞は退化 吸収 され て しま うこと等 を述 べて居 る。Pf賊gfeld償0.(!939)1よ

1)㍑ 砂 螂 駕o多'o脇sで の研究 の結果,第4,第5,第'6齢 の 幼虫のC◎rporaa五lataを

除 去 して も,何 等の変化 な く成虫 とな り,生 殖器に も全然異常 を生 せず,産 卵 され た卵

か らぱ正當 の幼 虫が嬉化す る ことを述 べて居 る。他 方,第1,第2,第3齢 でCorp蟹a

a玉lataを 除 去す る と,生 殖器 のi発育 は異常 だ呈す ることを述べ て居 る。Vogt,M.(ヱ9

40)は 狸 々蠕P70s砂 劾 勧77zεr4夕zo9σs667及 び1)70s⑫ 競 羅 ∫%92⑳7げsを 実験材料 と

しての研 究 の結果,R沁gd面seが 卵 巣 の発育を規定 す るホルモ ンを分 泌す るの であ る

が,此 の ものは幾分脳 にも移行す る もので もあ り,又 その ホルモンは種 に依 つし(特異 性

があ ると述べ て居 る。福 田宗一博士G939,1944)は 家 蚕 についての研 究の結果,Cor一
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pora　allataはGonadのMatur軍i鱒に対しては重要でないと結んで居る。

　以上の研究の結果は必ずしも一致して居るとは思われないが，概して言えばCorpora

allataが性機能に関係するホルモンを分泌すると言ふ実験結果が多い様である。筆者が

クロスズメバチ　YesPeela　画期s露（CAMERON）の女王蜂と働蜂との生殖器を解剖

学的に調べて見たところでは（高松，1947）ダ卵巣その他生殖に関係する器官の発育程

．度には，差を見出すことが出来たが，その本質に於ては何等の差異を見出すことは出来

なかった。此の両者の発育程度の差異，換言すれば，女王蜂は産卵能力を有するが，働

蜂は，通常の二合，その機能を持たない，と言う此の性機能の差異が如何なる機構に儀、

つて決定されるかを究明せんとしたのが，本報文である。

　Vespidaeに関する此の極の報：丈は，筆者は未だ知らない。只桑原万寿太郎博士（！947）

は，学習女王蜂の形成要因，（互），（9）．に於て次の如く結論して居る。即ち，蜜蜂女

王蜂の決定要因は贈化直後から比較的過剰に給飼され，第3回目の脱皮の時期に甚だし

く多量に給飼されることである様に思われる。之は寧ろ女王蜂への給飼法が蜜蜂のより

古く獲得した給飼行動で劾過少に給餌されることによって働蜘ミ出来たとZへる方

が妥当だと考えると述べ，蜜蜂の行動習性方面より女王蜂形成要因を分析的に究明して

居る。

　稿を進めるに当り，本研究の当初より，種々御懇篤なる御指導を賜りたる恩師平岩馨

郭博士に対し衷心より感謝の意を表す次第である。禽，文献その他種々御指導を賜りたモ

る江崎悌三博士，石森直人博士，安松京三博士，三宅早耳博士，高島春雄氏，徳永千代

子博士に対し厚く謝意を表する次第である。

　実験を進めるに当り，長野県立農林専門学校長草刈虎雄先生より種々激励の御言葉と

御便宜とを与えられ，伊藤千明，中沢三男の両君よりは心からなる御援助を賜りたるこ

とを記し，以って感謝の意を表する次第である。　　　　　・

聾　一　敲　習　性

　9月より11月目候に生じた新女王！ま，1度離i即するや帰巣することなく，天気平穏な

小春日和に，アカマツ林，カラマツ林歳はスギ林寺の日当の良い場所で沢山の雄蜂と翅・

音を立て二飛び交え，やがて交尾を完了するのであるが，交尾は女王蜂及び雄蜂が枝梢．

等に静止の状態にて行われる。この交尾の最も盛んに行われる時期は10月中旬から1！月

申旬頃までXx’ある。交尾完了後は個々別々に越冬揚所を探して，越冬に入るのであるが，

集団的越冬をなさず，1頭1頭別々に越冬する様である。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表
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　第1表は1雛7年11月5「日より同1i月25日までの21日間毎日午前6時より午後5時半ま

で，営巣口の新女王の出入状況を調査したものである。晩秋に於ける薪女王の離船性は

本四に依って明かである。即ち，平野Eの物干数は或る程度の週期性を示すことが知ら

れる。このことは後にも述べる様に，女王蜂の産卵習性と関係があるものの様に思われ

る。即ち，女王蜂の産卵は日々行われるのでなく，或る間隔を置いて産卵するものと思

われる。又，前述せる如く，1半里灯するや，薄び帰巣しないことは第1表によっても

明かである。．

　交尾した薪女王ほ翌月中，下句に越冬場所に潜入して・越冬に入るのであるが・越冬

賢所はミズナラQuePtCZSS’　C7・JsPecla，クヌギQZte7cees　aczstissi奔Zq，カシバQzae7CSts

46窺α癩，アカマツP珈％SdevesiflO多’a，カラマツ孟a？’ix　lePtolepiS　’等の大木の腐朽

した樹幹の空洞，堆積した蘇苔類の中，或は堆積した落葉中等に1～2匹宛潜在して居

るのが普通である。又揚合に依っては田圃の稲藁や刈草の堆積してあるところ，熊笹の

中，麦藁葺の屋根の申等に口器でしっかりと喰い付いて越冬して居るのも，間々見受け

るところである。

　碧くして翌年4月下野こなると，新女王は再び活動を開始するのであるが，勿論最初

は単独で営巣に取りかXるのである。巣は平坦地たも造られるが，蓋して雷えぽ，西南

に面した，乾燥する暖い傾斜地に多い様である。原野と山林とは何れも大差はないが，

然し，草原や，高さ1丈以下の薪炭用雑木林中に最：も多く見出されて居る。　　一

　大多数の巣は土中に営まれて居るが，中には土藏の厚壁の割目や，麦藁葺の屋根の中，

瓦屋根の瓦の下，或は，大木の腐朽した空洞の中（Fig．1）等に見出されて居る。三

叉，竹下，茅の中，道路の辺の草の中，墓地の石塔の下，石垣の中，大家の縁の下，河原

の砂の中，桑園の中，さつまいも畑の蔓の下等からも発見されて居る。

　通常，カラマツLewix　lePtolepis，アカマツPimis　densiflO7a，スギC7夕窃0卿67脇

　ノ砂0吻εσ，　ミヅナラ　Qase7czas　C7isPzala，　クヌギ　◎％erczas　aculissi？na，　カシバ

QzaeTcdes鹿窺α畝ハギLesPedega　bicolOγ・yar・inteTmedia等の樹皮・枯木の

樹皮，木屑及び電柱等からその材料を運んで居るところがら，此等を主たる材料どして

造閉するものと考えられる。倫，又，クヌギQzae〆czas　aczalissima，クリCastanea

勿δ伽曜加S等の渋多き汗液を持ち運ぶのを見受けるのであるが，このことより，此等の

’三男が古巣材料として必要欠くべからざるものと思われる。

　此くして薪女王によって，営巣作業が営々として行われて行くのであるが，ク・スズ

メバチは元来湿を忌み，日当りの良い比較的乾燥する揚所を好むのであるから，此様な

条件に適したところに造巣を開始する。ところが，造巣を開始してから，幾日も幾日も

暖くてダ旱魑が続くか，或は又，空梅雨で降雨が無い様なときには，所謂「巣が焼け」

て，既と自から哺育した幼虫が完全に発育することが困難になる揚合がある。かXる場

合には，折角営巣した巣を遂に放棄して，・霧の深い谷間の西南に面した傾斜地に移って，

第2回目の巣を造り始めるのである。この第2回目の巣な，クロスズメバチを揉集する

専門家は「二番巣」と称して居る。．t i此の「二番巣」と謂ふ言葉は派別の最合にも用い

られて居るが，このことについては後に述べる。）二番巣を作る年は，女王蜂は2倍の
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労力を費すことになるので，一般に巣が小さく，幼虫の数も少ないので，罐詰製造業者

は凶年であると称して居一る。

　旧くして，4月中，下旬の候より，営々として営巣に従事した女王蜂によって，働蜂

が生ずるのであるが，働蜂が生じて，このものが野外活動を開始するや，女王蜂は最早

野外活動は行わず，専ら，女王蜂本来の職務である産卵のことのみを行う國に至るのであ

る。その後に干ては食物の三二も，幼虫に対する給餌も，将又，巣内の管理，二二，外

敵に対する警戒防禦等一切が働蜂の手に依って行われるのである。

　働蜂鍬二二は急速に巣勢は拡張され，巣は拡大されて行くのであるが，その方法はど

うであらうか。先づ土野を拡大する為に，働蜂は巣から飛び去るとき，必ず土砂を隊L・

で飛び去る。勿論，重い砂は巣の出入Ptの近くに味き出して置くが，その大部分は遠く

一定の距離まで豫えて行うて落すのが普通である。此の土砂を連び出す力は実に大きい

もので，12～13階もの巣盤を営むものになると，径45～5Gcmの土窩を穿つのである。・

　巣山を拡張する二合には，巣の外囲にある覆蓋の内壁を噛み陣いて，之を外側に運び

出し，巣の外壁に粘着させて，その内容積を拡張する。秋末になって，最早働蜂の竹下

を拡張する必要がない頃になると，5－6月頃に造った上層（第■～3の巣盤）の6角

形の巣窩が不明になる程度まで薄く回り取られるのである。そしてこの回り取られた三

二材料は女王蜂巣房を造る為に利用されるのである。従って，鎗月頃巣を掘り出して見

ると，上層の巣盤が皿の様になって居る二合が多い。

　4月下旬頃から晩夏にかけて造られた六角形の蜂窩は，をの径9“mna内外で，此等蜂

窩に育成されるものは全部働蜂である。9月頃になって造られる蜂窩には，その径21

5mm位のものと，3．5mm位のものとがある。前者にば雄蜂が育成され，後者には女王

蜂が育成される。幼虫は化蠕に先立って，ロから白色の絹糸を吐き出し，巣窩を呪うの

であるが，その蓋は働蜂は雄蜂より小さく，雄蜂は雌蜂より小さい。

　8月目中，下旬若しくは，9月上旬頃，火薬，硝石若しくは，セルtt　7sド等で蜂を痂酔

させて巣を揉取するのであるが，その際，巣を取り去った後，働蜂の成虫が多数取り残

されて居る場合には，更に造巣を開始する。この揚合も門下されたものに対しで「二番

巣」と乞う名称が与えられて居る。そして，たとえ女王蜂が取り残されて居なくても，

「二番巣」を作成する丁合がある。かXる二合には，その中の或る者が産卵を開始する。

所謂「働蜂産卵」を開始するのである。此の「二番巣」．は，秋末までに，穫5～7c無

位の二丁2～3個が作成されるに過ぎない。

　前述した様に，クロスズ培バチの二三優勢なるものは・秋末までに12～13段の巣盤を

作成する。・この揚合，巣盤の造巣時期及びその蜂窩申に育成される蜂の性的種別を示す

と大要次の通りである。

三三の階数

　1階
　2階
　3階
　4階，
　5階

　二三造成期

4月下旬～5月上旬・・

響翻蹴
覇三旬　1

　　　　摘　　　　　要「

一造巣開始及び働蜂育成用

…働蜂育成用
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6～7階
．8～9階

10～11階

12～　階

蹴街下旬　｝…磯及麟翻

瀞謂月蜘…禽1薫繋轟轟喜

　次に同一蜂窩が幼虫飼育の為に何回使用されるかの問題であるが，大体，5月中旬ま

　　　　　　やコでに作成された蜂窩は4回使用される様であり，9月中二三作成されたものは2回使用

される様である。尤もこれは，働蜂育成用の径2mm位の小形の蜂窩についての観察で

あるが，女王蜂育成用の大形の蜂窩も，9月中二二作成されたものは，同一蜂窩が幼劇

育成の為に，2回使用される模様である。

　此くして，5月下旬乃至6月上旬には第1回の働蜂が出現し，「8月下旬乃至9月上旬

には雄蜂が出現するに至る。地理的条件や其の年の気象条件等によって多少は左右され

る様であるが．9月下点こなると新女王蜂が出現する。一搬に海抜が高くなるに従って，

春期働蜂の出現は遅れるが，雄蜂及び新女王蜂の出現は早められ，駒ケ岳（木曾山脈）

中腹の磁1200～13⑪伽では8月中旬に麟が見られ・忌中郁・は早く構妊蜂が

見られる。山麓地帯に於ては，これより精々遅れるのが常であるが，これは恐らく，気

温との関係によるもりと思われる。

　最後に，極く簡単に，クロスズメバチの弓取並びに飼育法を述べて置く。8月上旬以

後，働蜂が盛んに野外に活動する時期になると，「スガレ追い」と称するクロスズメ六チの

肥取法が野外に展開される。元来働蜂の最も活動する時刻は，8～9月の候の気温の高

い時期では，朝夕の比較的凍しい時刻であって，この時刻を択んで，「スガレ追い」は行わ

れるのである。曇天又は小雨のときは，日申でも働蜂は活動するが，二夫下に於ける働

蜂の活動ぱ頗る微弱である。此くしで、働蜂の最もよく活動する時刻を択んで，蛙，バッ

タ等の生肉を棒の先に刺し，働蜂の来訪しそうなところに立てて，蒔の至るを待つので

ある。彼女等の嗅覚は鋭敏であるから，若し，’近い処に居れば，間もなく肉に飛来し，

肉を咬み切り，所謂「肉ダンゴ」を造り，之を携えて自分の巣へ飛び去る。その際飛び

去う：方向が巣のある方向である。飛び去った後，早ければ2～3分，遅くとも10分以内

に再び働蜂が訪れる。大体に於て，この時闇が採取者とその巣の所在地との距離の遠近

を示すもので，時間が短いもの程近いところにあるわけである。再び来訪するときは

友を2～3匹連れて来るのが普通である。今度は真綿若しくは木綿の細片を肉塊の1端

につけて飛ばしてやるのであるが，この真綿若しくは木綿の細片の大小，その付け品等

は大いに熟練を要するところである。若しも，この真綿若しくは木綿の細片が，・少し大

きすぎると，附近の草木に止まり，綿を咬み切らんとして飛び去らない。．此くして，綿

片のついた肉塊を携えて飛び去る働蜂を目標として追跡すると，巣の所在地を確めるこ

．しが出来るのである。！回収の所在地を確挙たならば，次に火薬，硝石或はセルロィ’ド

等を巣の出入口内で燃焼さすのである。その際生ずるガス体によって，蜂は容易に痂酔

．されるので，蜂巣の揉取は頗る容易である。此くして揉取せるものを持ち帰り，所定の

場所に穴を穿ち，その中に台を置き，細き棒を渡して，その上に巣をなるべく自然の状

態に重ね，成虫を入れて土にて旧い，出入口を1昼凌位封じた後，開いて置けば，彼女
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等は自然に慣れて，．営々として営巣にはげむ様になるのである。この際注意すべきこと

は，女王蜂を失わざる様にすることである。若し女王蜂を失えば最：早巣は優勢になり得

ず，次第に衰退し滅亡．の運命を辿るのである。

　以下の実験に使用した材料は，殆ど，此くして揉集飼育したものであることを附言し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢て置く。

　　　　　　　　　聾．生殖器及び交尾器の解剖学的構造

　1．材料及び方法
　材料としては，1946年8月より11月に至る間に，駒ケ岳（木曾山脈）山麓横山地籍に

て特集せるもの，及び8月k旬より9月上旬までに野外で揉平せるものを実験室前で飼

育し，是等をその用に供した。

　方法としては，各三共腹部津切断し×1⑪，×20・×4⑪の拡大率をもつ解剖顕微鏡の下

で，一々丁寧に腹部の腹板及背板を除去し，内臓及び交尾器のみとなりたるものを，約

0．2％のMethy　lene　blue水溶液中に2～3分闇投じその後水洗し，前記倍率をも

つ解剖顕微門下に於て，解剖し且つ観察を行った。

　伺，無染色のものは，内臓が一様に乳白色を呈し，観察には甚だ困難であり，一方叉

Methyle駐e　blueの水溶液中に長く浸漬したものは，これ叉一様に緑黒色に濃染され，

観察には不都合であった。結局，約0．2％のMethelene　bl腫e水溶液中に2～3分間浸

漬し，後水洗し，然る後解剖，観察したものが結果に於て最も良好であった。

　2．観察結果

　　A・雄蜂　　　　　　　　　、　　　　　　　・’

　Fig・2は雄蜂の生殖器及び交尾器の背面図である。図によって明かなる如く，左右2

ケより成る睾丸が認められる。睾丸は極めて薄い膜に依って被われ，その外形は繭形に

近い楕円形を呈して居る。之の薄膜は解剖針にて容易に破られる。而し℃，膜の内部は

睾丸小胞．Testicular　folliclesより構成されて居る。睾丸小胞は，図によって明かなる

如く，小盲管である。左右の睾丸は，夫々2葉に集合せる睾丸小胞より構成されて居る

のを認めることが出来る。睾丸より導かれた細い輸精管は貯精嚢の先端に連絡して居る。

貯精嚢は，染色せざる状態に於ては，乳白色の膨大なる嚢であって，〔く〕字形に栢向合

って轡曲して居る。貯精嚢は，その末端に於て，図の如く，附属腺に合して居る。附属

腺は貯精嚢と同様，乳白色を呈し，〔へ〕字形に轡曲して居るが，無染色の状態に於て

は，貯精嚢よりも梢々淡色である。附属腺の合流を得た貯精嚢は射精管となり，交尾器

に附属する筋肉中にて左右粕合し，Spathaに相連絡するのである。射精管は輸精管に

比較して，愈々肥厚した乳白色の管である。

’雄蜂の第7遠寄背板は，Fig．4に示す様な形態を呈し，女王蜂及働蜂の最終腹板の3

角形を呈すのとは全くその趣きを異にして居る。第9及び第10此節背板は腹板と合して，

堅固な交尾器を形成して居る。若し吾入が，性的に充分成熟した雄蜂を指にて摘むとき

は，第7腹節背板より，交尾器を体外に突出して，撰握器を，丁度鋏の様に開閉する分

を観察することが出来る。交尾器の先端に近い背面に，内方に向って突出する1対の鈎
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．　が存在する。此の鈎は先端頗る鋭利であって，握握器全体が丁度釘抜きの如き状態を呈

　　して居る。その中央に長くSpathaが突出して居る。更に鈎より先端部には，SPathaを

　　挾んで，左右より相対峙する2対の鍬形状の突起がある。即ち，2対の鍬形状の突起は，

　　そ・の中央にSpa七haを包善し，その中，内側のものは，前述した内：方に相向って突出す

　　る鈎よりも基部の部分の内縁に多数の毛を生じて居る。特に，その基部中央に簸て，比

　　較的白毛を密生して居るのを観察することが出来る。2対の鍬形状の突起の中，外側の

　　ものは鈎よりも先端に於て；内外縁に多数の楽毛を生じて居る（F五92，Fig．3）。

　　　更に，交尾器先端の背面には，Fig．2に見られる様に，　Spathaに接して，逆コンマ

　、状を呈するSag蹴aが1対附属し，　Spathaの末端を背面より：支持するが如き観を呈し

　　て居る。Sagittaも亦周囲に長毛を密生し，腹面より観察するときはSpathaを透視し

　　て観察することが出来る。

　　　SPathaの位置はFig．1及び2に依って観察される様に，交尾器の中央にある。その

　　構造はFig・5に示される様に，球心状を呈し，その球状部の基部に，2ケの突起物が

　　斜側方に突出して居る。その突起物の基部両面中央に開孔がある。Spathaの基部より

　　之の開孔に至る闇の腹心正中線に縫合線が認めらPt．6。　Spatha．は全体どして黄金色を

　　呈して居るがダ先端部，即ち，球状を呈して居る部分は稽々黒色である。桿状部背面に

　　は，特に黄金色の光沢を有する細い薄板が添加されて居り，Spathaを背面より強化し

　　て居るかの如き観を呈して居る。

　　　　B・女王蜂及び働蜂

　　　女王蜂及び働蜂の生殖器及び交渉器の基本的構造は全く同一である。従って，こ．kで

　　は先づ，女王蜂の生殖器及び交尾器の構造を記述し，然る後，女王蜂との比較に於て，働

　　蜂の生殖器及び交尾器の構造を記述することにする。

　　　女王蜂の解剖に当って，先づ，最：初に注目されることは，雄蜂或は働蜂と異なり，脂

　　肪体が顕著に発達して居ることである。この事実は越冬その他女王蜂独特の習性と関係

　　がある様に思われる。

　　　卵巣は：左右共夫々6本の卵巣小管Ova・riolesより成り，左右6本の卵巣小管は夫々

　　1束となって長く伸び，その中央に消化管を細み，更に，左右相合して1束となり，延

　　々と伸びて，端綜Term撫a1も瞼eadに終って居る。秋期，成虫化した直後の材料では，

　　排卵した様子なく，卵巣小管はFig．6に示す如く，基部のみ膨大して，恰も，瓢箪を

　　束ねたるが如き感を呈して居り，卵巣小管の大部分は相結合して，1束の紐の如き感を

　　呈し，腹部内を幡上して居る。総輸卵管，即ち，子宮は著しく発達して，左右別々に膨

　・大し，その中央に幾分くびれを表して居る。その下部，即ち膣の部分も著しく発達して，

　　産卵管の基部に開孔して居る。

　　，膣Vag三naの基部近くに，細管を以って連絡する，腎臓形を呈する乳白色の嚢状物

　　を認めることが出来る。．即ち，受精嚢Spermathicaであって，　Fig・7に示す如き形態

　　を呈し，2本の附属腺Accessory　glandが，．膣に連絡する細管の基部に開聾して居

　　る。此の階属腺は乳白色の短紐状を呈し，多少幡曲して居る。

　　　更に卵巣に相接して，頗る癸達した円形の嚢を認めることが出来る。・この嚢も卵巣と



8（170）　　　　　　　　　　　　　　　　　　高松好文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2

その開孔を一にして居る。この嚢は，働蜂の’ものと比較して，女王蜂のものが著しく膨　　．

大して居り，更に先端に総れがある（Fig．6，　Fig・7）。此の嚢は，働蜂に於てはアルカ

リ腺Alkali　glandとして作用し，女王蜂に隔てはアルカリ腺とし．て作用する一方，叉

交尾嚢COpulalo「y　pouchとして作用するものである。

　受精嚢と相接して，類円形を呈する野々硬い，比較的顕著な嚢が認められる。即ち，

毒嚢P　oison　sac・であって毒嚢には，頗る長い紐状を呈する毒腺Acid　glandがその

先端に開肥して居る。毒腺は基部より先端に至る程幾分肥大して居る。又，毒嚢の壁は

4葉より構成されて居る。この毒嚢も膣，交尾三等と同様，産卵管（毒針）の基部に開

孔して居る。

　以上述べた女王蜂の内部生殖器と働蜂の内部生殖器とを比較するとき（Fig．6，　Figβ），

働蜂に於ては卵集が著しく貧弱である。卵集小管が夫々短かいばかりでなく，卵巣小管

末端部に於ける発達状況は頗る低度である。働蜂に於ける，この卵巣の低度の発育状況

は，寧ろ，働蜂と言う社会生活より来たる器嘗の退化と見るのが，妥当と考えられる。』

此の如く，退化と見倣すのが妥当と考えられる1つの理由は，個体によって卵巣（卵巣

小管）の発育程度に可成i）’の三階が見ら’れ・或る個体では極度に不発育（即ち・退化？）

のものがあり，又，搾る個体ではかなりの程度にまで発育して居るものがある，．と言っ

た状態で，一概には言えない点である。

　子宮及び膣の発育も亦，女王蜂のそれ等に比較して，働蜂のそれ等は発育甚だ不充分

であって，活動して居ない様である。アルカリ腺（交尾嚢）及受精嚢も発育不充分であ

り，特に交尾嚢（働蜂にあってはアルカリ腺の名称が妥当と思われる。）は女王蜂の如

く，その先端が擬宝珠状に干れて居ない。然しながら，毒腺及び毒嚢ぱよく癸達して居

る。前述せる如く三種に於ては，女王蜂及び働蜂共にその毒腺は分岐して居らず，且つ，

毒嚢に接する基部は稚・々細く，先端に近づくに従って，次第に肥大して居る。毒嚢は女

王蜂の場合の様に，働蜂の場合に於ても，4葉の筋肉壁より構成されて居る。

　次に，女王蜂及び働蜂の交尾器についてであるが，この部分の拡大図がFig・9であ

る。Fig。9は働蜂の野板及び毒針を下面より観察した函である。響板は召，対の表皮性響

板によって堅固に構成されて居る。筆者は便宜上，腹側面に位置するものより順次第1，

第2，第3及び第4陰門と称することにする。第1開板は伸長して毒針を入れる鞘を形

成して居る。その鞘の表面は長毛を以つ．て疎に被われて居る。生体に於ては，毒針は殆

ど全部鞘の中に納って居るが，死んだ材料では，毒針は鞘より外に離れて居るのが常で

ある』此の第1円板の町方に，左右夫々第2予州，更にその背方に第3陰板が添加され，

最二方に第4三板が蓋ふが如く添加されて居る。此の第4陰板は他の陰板よりも予々長

く伸長して，毒針を納める第1三板の鞘三部を背方より支持するかの如き観を呈して居

る。而も此め伸長郡は，毒針を入れる素謡部程ではないが，やはり疎に短毛を生じて居

る。

　これ等陰板の結合状態ほ，生きて居る材料と，死んだ材料とでは，大変その趣きを異

にして居る。即ち死んだ材料では，その結合状態が一般に遅緩し，外観上，’ ﾊ物の如き

様相を呈する揚合が少くない。然しながら，充分観察するときは，各陰板の移動によ x
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．つて，その関係的位置を変化し，従って全体として，外見上，別物であるかの如き様相

を呈して居るものであることが認められる。毒針（産卵管）．は第1陰板の基部に附着す

る筋肉によって，伸縮する装置になつで居る。

W・生殖器及び蝉吟閣係器官の組織学的構造

　　1．　材料及び方法

　　材料；1947年8月中旬，駒ケ岳（木曾山脈）山麓にて揉閉したものを，研究室前の土

　中及び人工巣箱中・にて飼育して，実験の材料に供した。他方，野外にて採集したものを

　も，直接門下の材料に供した。

　　方法；固定液としては，主としてBouin氏液及びKahle氏液を用い，1部には

　Cha㎡py与野も用いた。上記固定液にて固皆野，外骨酪を一々丁寧に除去した。．然る

　後，普通のパラフィン切断法に依って，6～8％に切断，しHeidenha三ゴs亙r◎n　H我em－

　at◎xylin，　Delafield’s　Haematoxylin及びEosinによる2重染色法にて夫々染色し，

　Xylolを経てBalshmにて封入して観察した。観察の結果は，」比等固定液の相違に依

　つて，微細の点についてぽ多少差異が見出されたが，然し，本実験の目的からすれば大

　差なく，静々同様であると言って差支いない。染色法について一雷すれば，Heid鋤負aiゴs

●Iron’ gaematoxylinによる染色がDeΣafield’s　Haematoxylin及びEosinによる染

　色よりも，結果は良好であった’。挿図は総てアッペの描写器を用いて，出来得るだけ正

　確に描写した。　　　　　’

　　2・観察結果　　　　・　　　　　　　　’　．

　　　A．雄蜂

　　　　睾丸Testis
　　tt前述した通り，睾丸Testisは早く薄い睾丸皮膜によって包まれ，そめ中に多数の盲

　管，即ち，睾：丸小胞Testicular　folliclesを認めることが出来る。雪丸小胞は，左右の

　睾丸共，睾丸小胞内に於て，夫々2葉に集合し，．そこより2本の小輸卵管Vasa　effer一．

　ent三aに連り，此の小輸卵管は睾丸皮膜内にて2本が合し，輸精管Vas　deferenSに蓮

　つて居る。Fig．’kOは睾丸小胞の末端部近くの横断面図である。此の部分は単細胞層よ

　b成る露Pま癒eliumによって：取囲まれ，．その内部にFollic　ular　eells　｝’こよって取囲まれ

　た生殖細胞Germinal　ceilsが多数認められる。然しなが．ら，成虫に於ては，既に，型

　的な精虫形成は完了しだものX如くであって，騨9．10に観察される様に，、生殖細胞は

　退化しつつあるかの如き状態を示して居る。睾丸小胞の皮膜細胞Epithelial　cellsは

　Fig・茎0に示される様に・それ等の中に型的な核を明瞭に認めることが出来る。　Fig・1！

　は睾丸小胞の基部，即ち，Vasa　efferentiaに連る部分の横断面拡大図である。　Vasa

　efferentiaの最外層にHaematoxyli盆に依つ比較的濃く染められる強固な皮膜があり，

　その内側に，発達した環状筋があり，更にその内側に，繊毛を密生する細胞層がある。

　Testic媒lar　follicles　eま，之に皮膜及び繊毛細胞層を貫通して，　Vasa　efferentiaの中

　央腔処に連って居る。Vasa　efferentiaζTesticular　follic！esの接合部近くには，多．

　数の精子Spermatozoaが認められる。　SpermatGzoa「は400～900倍程度の倍率に於て
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は，顕微鏡下に，綜状物の集合の嗣ぐに認められ，頭部，頸部及び尾部を明瞭に区別す．

ることは困難である。Tesilicular　folliclesのFollicullar　cellsの核及びVasa　effer－

entiaの鞭毛下生細胞の核はHaematoxylinによって濃染されるが，　Testicutar　fo－

11iclesの皮膜細胞内の核及び此等Testicutar　folliclesの闇を埋める結締組織の核は

前者に比較してHaematoxylin類に対して濃染されない特徴を持って居る。　Sperma－

tozoaの集合が横断された部分（Fig．12）は点々の集合として観察される。　Testiculaガ

　　　　　　　うfolliclesやVasa　efferentiaの間を：堕めて居る結締組織の部分はHaematoxylinに依

って他の部分程濃染されないし，且つ又，繊維の走る方向も一定して居ない（Fig・ユ2）。

　　　輸精管　Vas　deferens　　　　　　　　　・

　Vasa　efferentiaよりVas　deferensに移るのであるが，此の部分の組織学的構造は

Fig．11，　Fig．　13及びFig．14に示されて居る。その大要は次の如くである。即ち，最

外層に薄い皮膜Outer　Epitheliumがあり，その内側に順次，縦走筋層，環状筋層及

鞭毛今生細胞層がある。最：外層をなす縦走筋層は比較的薄いが，規即正しく，一様に排

列されて居る。その内側の環状筋層には，所々に細胞核が認められる。此等の筋肉細胞

は，何れも平滑筋繊維である。最内層を形成して居る鞭毛起生細胞層は，内陣に向って

規則正しく鞭毛を隼じて居る。而して，細胞層は内外2層に濃縮されて居り，その1つ

は基部にあり，他の1つは内腔に面する部分に存在する。この両者は夫々輪を形成して　”

居る。核の大郡は内側，即ち内腔に面する細胞質畑中に認められるが，鞭毛基部の細胞

質環中にも認められる。内腔には分泌物が認められる。眺め分泌物の機能がSpexma七一

〇zoaの栄養に関係を有するものであるか，或はSpermatozoaの運動を円滑ならしむ

るものであるか，その何れであるかを，筆者は，今直ちに断定を下すことは困難である。

　　　貯精嚢Vasicul’a　seminalls

　Vas　deferensに続く，比較的膨大せる〔く〕字形に攣曲せる部分がVasicula　sem－

inalisの部分である。　Fig．14は此の部分の縦断面である。此の部分ではVas　defefens

に接する上半部と，射精管Ductus　elaculatoriusセこ接する下半部とでは，幾分その構

造が異なる点がある様である。即ち，上半部では，発達せる皮膜の内側に，縦走筋があ

り，更に，その内側に，鞭毛起生細胞層がある。この鞭毛厚生細胞層の下部に層をなし

て核が排列し，その部分より内陣に向って，鞭毛が騒々平行して，起生して居る。而も，

此の鞭毛輝輝細胞層の先端近くに，多数の小さい核が認められる。内腔には，毛髪様状

態に多数の精子が貯えられて居るのを認めることが出来る。Ductus　ejaculatofius　t／こ

接する下半部が上半部と異なる点は，上半部では縦走筋が癸達して居る代りに，下半部

では環状筋が比較的顕著に発達して居ること，並びに，鞭毛群生細胞層の山菅に面す

る側に小さい核が存在しない点などである。Spermatozoa．の貯えられて居る量は上部

に多い場合もあり，下部に多い場合もあり，寒，全内腔が完全に満されて居る場合もあ．

る，と言った具合でジ必ずしも，一様ではない。此の鞭毛起生細胞中に多数の精子が頭

部を挿入して居る点より考えて，恐らく，鞭毛起生細胞は精子に栄養を供給するものと

考えられる。

　　　附属腺　Accessory　glarid
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　Accessory　glandも可成り膨大な管である。この管は前述せる通り〔へ〕字形に轡

曲せるもりである。最外層に皮膜があり，中央に申央腔があ君。この両者閤を放射状に

、細長い細胞が排列して居る。核は比較的大きく，而も核の存する位潭は周辺に近く，

段々1列に環状に排列して居る。此の核は大形の核であるが，此の核の他に，小形の核

が，極く少数ではあるが，、．中央膣近くに存在する。細胞質はr般に，周辺から中央腔に

二って，流れて居り，周辺の皮膜に接する部分及び大形な核の周囲の部分並びに中央腔

の部分を除いては，HaematOxylinに依っては殆ど染色されない。各細胞より，中央

腔に向って分泌物が次第に滲拙して来る模様が窺知される。申央腔には多：量の分泌物が

存在するこ．とは，固定材料に依っても観察される（Fig．　15）。

　　　射精管DuctUS　ejaculatoriUS　　　　　　－
　Ductus　ejaculatorius　lまAccessory　gland及びVasicula　seminalisに下る左右

1対の管である。此の左右1対の管は交尾器内のSpa癒aに入る直前に於て合一するの

であって，それまでは左右別々に通じて居る。その構造は次の如くである。即ち，最外

側に薄い皮膜があり，その内側に環状筋層があり，更に，その内側に，中央膣に向って

放射状に排列する可成り厚い柔組織の層がある。中央に存する中央腔は比較的小さい6

さて，皮膜は極度に薄いが，その内側に存する環状筋層は可威り良く発達し，処々に核

が認められる。‘その内側に存する層は，・謂わば髄質とでも称すべき部分であって，細胞

は放射状に排列し，細胞質は，中央町に接する部分程，濃縮されて居る。核は大小2型

が存在し，大型のものは，周辺に環状に排列し；小型のものは，中央腔周辺の，細胞質

が特に濃縮して居る部分に，略々，環状に排列して居る。中央町には全然分泌物が認め

られない（Fig．ユ6，　Fig．17）○

　　　交尾器　Genitalia

　前述せる通り，Ductus　ejaculatorius　ta　Spathaに入る直前に於て合一する。この

合一直後の状態を横断面の形で図示したのが，Fig・18である。　Fig・19は更にその後

方，Spathaが2本目丁丁を分出す臣部分の横断面図であ為。　Fig♂18に依って明かなる

様に，Ductus£laculato撫sはSpathaの腹下正中線の縦溝に接して縦走し，　Spatha

の側鈎を出す部分に開孔して居る。Fig．18に依って明かなる様iに，　Stipes（蝶丁丁）

の内側及びその突起，Sagitta等に見られる繊毛はChitin質内の細胞より生ずるもの

であり，恐’らく，神経繊維と連絡して居る諸点等より推して，感畳を司るものと老え

られる。’ rpatha，　CardO及びStip6s等も成虫化直後ほ，それ等の内部は結締組織で

充されて居るが，時間め経過と共に，それ等の周囲が次第に硬化するに従って，これ等

の内部組織は次第に退化し，筋肉或は気管等に附着する極く僅かの細胞を除いては消滅

し，中空となる。老化と共に，．この傾向は益々強くなる。’、

　　B．女王蜂及び働蜂

　　　・50巣．　Ovary

　卵巣は女王蜂も働蜂も共に6本宛，計12本の卵巣小管Ovariolesより構成されて居

ることは前述したところである。各々め（）varioles．に就いて，上部よ、り下部に移り変

る過程について，卵の形成過程に従って，その変化を記述することにする。尤も，女王
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蜂と働蜂とでは芝その間の過程に多少異なる点があるので，先ず，女王蜂について記述

し，然る後，両者の相違点を記述することにする。’

　女王蜂及び働蜂何れに於ても，Ovariolesの先端部は極めて細く，外表面は寒く薄い

単細胞膚より成る．Ep三thelial　sheathに取りかこまれ，そめ中には，細胞壁の不明な細

胞質塊中に多数の核のみが認あられる。それより絹々下ると，．核の間にEpithelial　sh一．

eathと等々直角の方向に隔壁が見られる様になる。この時代の細胞力．ミ末分化のOogo－

niaである。その核の中には明瞭なChromatin　granuleをもつて居る。それが稽々進

むに従ってOvarioeesの太さは増大する共に，　O◎goniaの排列形態は破れ，核は次第

に増大すると共に，細胞の形態も多角形になって来る（F互9．21，一一A）。然しながら，此

の時代に於ては，未だ明確に卵細胞に発達すべき細胞であるか，或は栄養細胞に発達す

べき細胞であるか，将又，0▽arian　f◎11icleに発達すべき細胞であるかを区別すること

は困難である。それより，輝々下部に立到ると，・此の3者を容易に区別することが出来
る。’Fig・21，． aはピれ．より稽々下部の状態である。即ち，（》ocyte｝a　，．細胞の大きさ全

体が極度に発達し，核も亦健全に発達して来る。その周囲に，Epitheliμm形成に関与

ぜずして，次第にFol亙ic磁ar　cells形成の運命にある細胞が存在し，更に，その外側に，

Nurse　cellsとして運命づけられた，事々強大な細胞の集団が認められる。結局Ovari－

oles　iの中に見られる3種の細胞はPrimary　oogoniaから分化発達するものである。

　Fig．2ユ，　Bに示される様にFo11至。“1ar　cellsによって取囲まれたOocyteの部分

は，NUrSe　cellSの部分より経れを生じ1而も，　F・11圭C磁ar　CellSはe・Cyteの上部

に集合せずして，その大部分は，下部に集合するのである。軽くして，Egg　chamber

とNu’t・itive　c顛醜6・とが形成されるのでN．但しEg9・h・mb・tの上端と

Nutritive　chamb町の下端とが相接する部分の中央には，　FollicUlar　gellsが介在せず

して，両室が相通ずる開孔を残すのである。融くの如く発達するに至るや，．NurSP．　cells

は急速に容積を増大し，その核も急激：に発達して，その中に，多量のChrGmatin　gla－

nulesを含有するに至る（F19・20，　Fig．21B，　Fig．25）。この時期に於ては，　N”atritiye

chamberはEgg　chamberよりも膨大して居る。又，　Oocyteの核は．Nurse　ceils

の核に比較して，稽々小形であり，且つ，切片に猛て，平滑な輪廓をもつ円形或は橋円

形を呈して居る。Fellicular　cellSはNutritive　chamberに何ては，極めて薄弱に形

成されて居るが，Egg　chamberに於ては，極めて健全に発達して居る。

　Nutrilive　chamber内のNurse　cellsは中央孔を通して，卵細胞に栄養分を供給す

るものと思われる。従って，初期に於ては，Nutritive　cha－mberの方がEgg　chamber

より膨大して居るが，発育の進むにつれて，N簸t蹴ive　cha無berは次第t／こ縮賦するが，．

Egg　chamberは次第に膨大する。此くして，此の闘係は次第に進み，　N雛痴tive　c臨一

mber1内のNurse　c皐llSは，終に，残骸のみを残す状態に立到るのである。後に述べる

様に，その後，卵細胞内には，卵黄岬町が蓄積されるのであるが，この願粒の蓄積は，

Fo11icular　cellsからの分泌に依って行われ，概して，反中央孔側，即ち，核の存する側

と反対の側に，より多量に分布して居る。而して；中央孔側には常に透明な細胞質のみ

の部分が存在する（Fig．23）。この中央腔の側に，細胞質のみより成る透明層の存する
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ことは，既に，Paulcke，　W．． iユ901）が’APis　inellifcaに就いて，記述して居ると

．ころであるが，氏が述べて居る様に，此の透明層は，Nurse　cellsから卵細胞への微

小穎粒の注入や，分泌やその他，栄養物質の注入等に関係があるものと思われる。Nurse

cellsの消滅するのは，卵細胞がOvariOleの最：下端に下りジ完全に癸育したころであ

・る。．

　此処に1つ問題がある』それはFig・24，零6127，28，29・30・31・32及び33等に

示されて居る様に，卵細胞内に卵核以外に，多数の核様物質が存することである。この

ことについては，PaUlcke，　W．（1901）も記述して居る。氏によれば，卵細胞の申に，

Nurse　ce1’iの葎片の様なもの漆見える。このものはOocyteの上部に観察され1る。

．E述べて居る。　R．　E．　Snodgrass（1925）tlこよれば必ずしも，そうとは限らない，と

述べて居る。筆者がクロスズメバチに就いて，研究したところでは，以上述べた結果と

は異なって居る。即ち，挿図によっ℃明かな様に，成熟卵（Mature　oocyte）よりも，寧

ろ，Egg　chamberが形成された直後の若いOocytesに，この核様物質が多数存在し，

球熱するに従って，．その数を減じ，万全に成熟したOQcytesに於ては，殆ど認めるこ

とは出来ない。Follic質11ar　cellsの発生過程を追跡した結果，この膜様物質は，　Nurse

cellの核の細片ではなくして，　Follicular　cellsの中，　Egg　follicleの形成に参加し

なかったものが，Egg　cbamber内に残存し，後，次第に消滅して行く運命を辿るもρ

と考えられる。

　さて，こxで，Egg　chapaber．の外壁を輪成して居る，．Egg　follicleに就いて記述

することにする。Fig．26，27，28及び29は女王蜂のEgg　f◎磁cleを，最：も発育した

ものより，順々に《）vario玉esの上位のものを辿って、描写したものである。　Fig。30，

31，32及び33は働蜂のEgg　follicleに就いて，女王蜂の町回と陶様，それ等の発育順
　　　　　　　　　　じ
序に従うて，描写したものである。この両者を比較して見ると，発育初期の殺階にある

もの程，両者は同じ様な様相を示して居るが，それ等が発育するに従って，その差が顕

著になって来る。即ち，女王蜂に於ては，各発育一階のEgg　fellicle共，それ等の細

胞の丈け（高さ）は減ずるが，幅広く，核も健全に発達し，全体として健全に発育する

様相を呈して居る。働蜂のEgg　fo1玉icleは，前述せる通り，癸育初期の1ものにありて

は，女王蜂のそれと，殆ど，．同様な様相を呈して居るが，発育が進むに従って，次第に女

王蜂のEgg　follicleと異なった様相を示して来る。即ち，　Follicular　cellsの各が丈

けのみ高くなり，その幅が増加せず，核も亦，．多くは糖円形を呈し，各核内に2小核を含

む場合が多く，k体として，繊弱な様相を示して来る。女王蜂と働蜂とのEgg　follicle

を比較して，前者は健全に発育するが，後者は頗る繊弱なる発育状況を示して居ると言

い得る。

　次に，卵細胞内の卵黄形成について述べる。越冬した女王蜂及び秋末，離巣した女王

蜂のOvarioles内の成熟卵には，多くの場合，卵黄が蓄積されて居るのを認めることが

出来るのであるが，．働蜂のOvarioleSの申に卵黄が蓄積された成熟卵を認めることは』

殆ど出来なかった。このことは各時期の働蜂を通じ同様である。前述せる通り，卵黄形

成はEgg　follicleか．らの分泌に依ってなされることは確実である。以上の諸事実から
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見て，女王蜂に減ては，Egg　follicXeが健全に発育する結果，卵黄形成が順調に進み7

従って一審亦，完全に成熟するものと老えられる。他：方，働蜂にありては，Egg　follicle

が頗る繊弱なる発育をなす結果多くの場合，順調な卵黄形成をなし得ず，従って，卵

そのものも，完全な成熟卵としての発育をとげ得ず，．多くの瘍合排卵されるに至らず，

終には退化吸収されるに至るもの．と考えられる。

　《）ocyteが次第に発育するに従って，　Nurse　cdlsの内容は次第にOo6yteに移り，

最：後にはその残骸を止むる状態となり・一方・Follicular　cellsより卵黄が分泌され・

◎ocyte内には卵黄形成が行われて，（》ocyteは完全に成熟を完了し，その表面に，

Follicular　cellsより分泌される分泌物に依って，卵殼Chorioitが形成されて，　Gv呈一

ductに送り出されるのである。此のChorionにに常に気孔Micropyleが存在する。．．．，

此のMicropyleは，’Oocyteに精子．Spern：1atOzoaの侵入する部分である。aこの

Micropyleは，　Egg　chamberとNutritive　chamber　との相通ずる部分，即ち，中

央孔の部分であって，・之の部分にはFollicular　cellsが欠けて居る為Chorionが形

成されず，孔として残るのである。

　次にNurse　cellsの起原について考察して見る。　Paulcke，　W。（1901）はApis

mellicaを材料として，　Egg　cells及び此に関係するNurSe　cellsは1っのOriginal

c鱒から起原するものであろ．うと信じて居る。即ち，此の考えに依れば，1つのPrim－

ary　oogO一眠m　が相続く2回の分裂に依って，4ケの細胞となり，その中の1ケが

Oocyteと． ｵて発育し，他の．3ケの細胞が勤urse　cellsの起原をなすと言ふのである。

此の3ケの細胞は更に4回分裂して48細胞となり，之の48ケの細胞が，Nu痴tive　cha・

mber．の中に存在すると言うのである。　Paiflcke，　W．（1901）は，更に，　Egg　tubu1－

esの中に於ては，　Mitosisに依る細胞分裂は決して起らないことを述べて居る。更に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りや
氏は，蜜蜂のGerm　cellsの中に，之の種の形態の分裂は起らないと信じて居る。然る

に，Nachtskeim（1913）はAPis　mellofica　L．の研究に於て，　Egg　tubulesめ先端の

部分の細胞に，分裂は非常に速かではあるが，分裂が観察された，と述べて居る。Heg－

ner（！914）は，材料は他の材料についてx“はあるが，同様な目的で，再検討した結果，

GeTm　cellのmitotic　divisionは如何なる場合にも見られなかった，と結論して居る。

筆者のYesPula　lewisii（CAMERON）を材料と．してρ研究に於ても，　Ovariolesの

中に分裂像は認められなかった。種々の点から考察して，Paulcke，　W．（1901）が述

べる様に，Nurse　cellsはGerm　cellsと同一起原めものであり，それがOocyteより

も早期に発育し，後に到り，Oocyteに栄養分を必要とする時期に，細胞自身の保有す

る栄養分をOecyteに供給し，後ち，06cyteの発育進むに従って，　Nurse　celis自身

も，Oocyteの為に消化鼓収されてしまうものと考えられる。

　　　膣Vagina

　Fig．34はVagina及びSpermathica並びにそめ附属腺の断面を示したものである。

・先ずVaginaの組織学的構造に就いて記述する。即ち，外側にEpitheliumが存し，

その内部は結締組織で充たされて居る。更に，その内部に腔処があり，之の腔処が前後

に相通じて居る。此の結締組織の部分には，内外2層が認められ，即ち外層と内腔に面
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する内層とが，それである。この内層は外層に比較して，繊維の走るガ向が，内腔を取

囲んで円環状に走って居り，且つ，強力に繊維が走って居る。内層外層共にその核は1

様であるが，所々に大形の核が存在する。この大形の核は少数であるが，然し，その性

格については不明である。

　　　　受精嚢及びその附属腺，Spermathica　and　it’s　accessory　gland

　　SPeηma面caは一種の嚢状構造を示し，これに2「2本の附属腺とVaginaの基部に

通ずる導管とが，Spermathicaの同一部分に連絡して居る。然し，このき者の結合部層

を切片によって，観察して見ると，寧ろ，2本の附属腺に1本のductが連絡し，その

接合＝部に，Spermathicaからの開孔が，短かいductに依って連絡すると述べる方が

妥當である。その接合部には，4対の筋肉が附着して，稻々複雑なる構造を示して居る。

之の部分が，受精に必要なSpermatozoaの射出或は不射出の機能を司るものx様に思

われる。然しながら，之の機能に関するMechanismについて，詳しく論ずることは，

本下文の目的とするところではないから，今こXでは，省略する。附属腺の構造は次の

如くである。即ち，極く薄いEpitheliumに依って被われ，その内部に結締組織の厚

い層があり，その中央を細管が貫通して居る。此の結締組織の部分には，可成り大きな

、核が認められる。Spermathicaの構造は次の如くである。即ち．，申央に粘液を三って

充たされた腔所があり1その周囲に結締組織の厚い層がある。此の層は，特に，附属腺

及びVaginaに通ずるductとの接合部に於て肥厚して居る。附属腺の核は大形であ

るが，Spermathicaの壁の核は前者よりも小形である（Fig．34）。此くの如き構造の

外表を薄いEpitheliumが取囲んで居る。

　　　　　　交尾嚢　Copulatory　pouch

　Fig．35，36及び37はCopulatory　pouchの断面図である。　Fig．35は働蜂のそれで

あり，Fig．36及び37は女王蜂のそれである。先づ，　Fig．35について，その構造を説明

すると，次の如くである。即ち，：先端部を除く大部は，薄いEpitheliumの下に，環状筋

の層がある。此の環状筋は横帯筋繊維より出来て居る。その下に，厚い繊維性結締組織

の層があり，此の部分には，各種の方向に走る結締組織性繊維が認められ，胃腔に面す

る部分は，表皮性膜に依って被われて居る。

、先端では以上の構造と梢々その趣きを異にして居る。即ち，薄い皮膜の下に，良く発

達した横紋筋が三々環状に排列して居る。その内部は網野に分かれた突起を形成して居

る。この突起の内膣に面する部分は，Epitheliumによって，被われ，その内部には，

繊維が内学に向って絹並列する特殊な組織が認められる。此の繊維には，横紋筋繊維に

認められる様な横紋は認められない。その基部に紡錘形を呈した核が認められ，その中

に多数のChroma七inが認められる。その基底に沿って，特に発達した神経繊維が走っ

て居る。予め組織は，前脳橋前端皮膜の組織と下々同様な形態を示して居る。此の神経

組織は，門葉に分れて存在する突起物の両端から，横紋筋壁や皮膜を貫通して，Copul－

atory　pouchの外に出て，末端の神経球に連絡して居る。　Fig，36及び37は女王蜂の

Copulatory　pouchの先端部の横断面図である。此の部分の発達状況は，働蜂のそれ

に比較して，頗る顕著であり，内部突起は，多くは6葉である。術お叉，類3角形突起
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　　の中央に，各台覧に，気管の分布して居るのを認めることが出来る。

　　　爾お，働蜂のそれと，形態上異なる点は，その外形が6角形を呈し，’外縁皮膜に接し

　　て，恰も皮膜であるかの如く，横絞筋繊維が排列されて居ることである。6角形の角の

　　部分には，内方に向って突出して居る，類3角形突起物の基底に通ずる神経に連絡する，

　　2本宛の神経を認めることが出来る（Fig．36，37）。

　　　各類3角形の突起物の繊維の強大さ，その中に含まれる核の強大さ，或は基底部を走

　　る神経の強大さ等の点に凡て，女王蜂のそれは働蜂のそれ等に比較して，特によく発達

　　して居る。此の如く，．女王蜂に於て，Copulatory　P◎uchが，特に良くi発達して居る

t　ことは，交尾と関係を有する‘ものと思われる。従って此の如き現象は，正に当然のこと

　　であろう。

　　　　　毒腺及び毒嚢Acid　gland　and　Poison　sac

　　　細長～・紐状を呈した毒腺は，脂肪組織中に略筆して居る。これを切片によって観察す

　　ると，多細胞層から成る組織に依って構成されて居るので，単細胞層から構成されて居る

　　Malpighian　tubuleとは，明かに区別することが出来る。毒腺の表面を：取囲むEpith－

　　eliumは薄く，髄質の各細胞には，比較的大形の核が認められる。細胞質は，　Haema－

　　toxylinに依って比較的よく染色される。核は，比較的淡色に染色されるが，その中に・

　　存するChromatin　glaRules　，は濃染される。毒腺の内面は細く，喪心の略中央に存す

　　るが，その横断面の形は，円形を呈する場合よりも，寧ろ，縮円形又は，それに近い形

　　を示す揚合が多い（Fig．38）。

　　　毒心は薄いEpitheliumの下に，略々一定の方向に走る構絞筋繊維の筋肉が走って居

　　る。この筋肉の走向は，4葉に分れて居る。その内側に表皮性の内膜が存する。内腔は

　　頗る大き’く，その内部に多量の分泌物が認められる（Fig．39及び49）。

　　　是等Acid　gland及びP◎ison　Sacの組織学的構造については，女王蜂と働蜂との

　　間に差程の差を見出すことは出来なかった○

V。Cergeora　a99tsgaの組織学的創造及びその成長量の院長

　　1．材料及び方法
　材料としでほ，駒ケ岳（木曾山脈）山麓産のものを，8月上，中旬の候，巣及び成虫ぜ

全体を研究室前の土中にて飼育し，11月2日に巣全体を掘り上げ，研究の用に供した。

而して，女王蜂，働蜂及び雄蜂の幼虫，・成虫共に，同時に固定した。

　固定剤としては，主として，Bouin氏液を用い，それにK：ahle氏液も一部分併用し

た。切片は通常の，パラフィン切片法を用い，一面は，Heidenhain’s　iron　Haemato－

xyiin及びDe玉afield’s・Haematoxyli且染色法を用いた。

　幼虫の第3齢面一ヒに発育したものは，皮膚の硬化の為頭部をそのまx，パラフィン

法に依って切断することは困難であるので，筆者は，一度固定したものを，埋没に移る

に先立って，一々丁寧に外表皮を取り去った後ち，埋没の為の処理に取移った。　　　　　・

省，挿図は総て，アッペの描写器を用いて，出来得るだけ正確に描写した。

　　2．Corpor　allataの位置
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　　A．幼　　虫

　　頭部を体より切断して，此れを胸部側から観察するときは，Fig．41（稽々模式的）

　に示す様に見える。即ち，中央に食道があり，背：方に2本，腹方に1本，翻側方に左右

　夫々1本目筋肉が，外骨離に向って走ρて居る。食道の背方には，その2本の筋肉の前

　：方に脳が見られ，腹方の1本の筋肉の後方には，Sub・oesophageal　9aitgli’or・i・が見られ

“　る。脳の後下方から，2本の神経が後下方に派生して居る。此の神経は，習方に走る箭

　肉の側方に接して存在する食道側神経球Pharyngeal　gan91ionに連絡して居る。此の

　神経はNervuS　corporis　allatiなる名称の下に，　Pharyngeal．　ganglionを去って更

　に後方に走り，c◎rpora　allataに導かれる．のである。贈g．42はPharyngeal　gan9一

　亙ion，　corpora　allata及び．Sub－oeso’phageal　gangli◎nの3者を含む平面に依って切

　断された切片の像である。Nervous　corporis　allatiはCorpora　allataに達すや，2

　証して，Corpora　allataを取囲み（Fig．55，　Fig．56及びFig．．　57），更に，腺休を去

　　るに当って，合一してSalivary　91andに走って居る。省，　Saliva攻gl離dに達する

　に先立って，此の神経は2面して居ることが認められる。Pharyngeal　gan91ion　lよ不

　規則なる楕円形（Fig．42）を呈し，　Corpora　allataは縦断面に於て，西洋梨形を呈

　し，横断面に於ては類円形（第1，2齢），又は不規則なる円形（第3，4齢）を呈して

　居る。

　　B．成　　虫．

　　以上の如き形態にあった幼虫の頭部も，蠕虫期に非常な変化を受けて，成虫の頭部器

　官が形成されるのである。それ等の申で主なるものを挙げると次の如くである。即ち，

　脳の各部分は極度！こi発達する（Fig・43，．44，45，46，47及び48）。その発達の程度は，

　女王蜂が最も良く，働蜂此れに次ぎ，雄蜂の発達程度は，最も劣る様である。次に認め

　．られる顕著な変化は，Tritocerbru・mと　Sub－oesphageag　ganglionとを結ぶCom－

　missuresの短縮である。その結果，　Sub－oesdphageal　g躍glio且は，．脳に極度に接

　近するに至る。又，Pharyngeal　ganglionやCorpoτa　allata．もNervous　corporis

　allatiの極度の短縮によって，梢接し，　Pharyngeal　ganglion及びCorpora　allata

　はOesophagusの背方に，相接して位置するに至る。この為，是等の器嘗は，・Sub一〇es－

　QPhageal　ganglion　と，極めて接近するに至る　（Fig．43，45，47，49，54，59及び

　64）。Corpora　al玉ataは縦断面セこ於て，西洋梨形に近い擶円形を呈して居るが，女王蜂

　働蜂，雄蜂によ6て，多少その外形を異にして居る　（Fig，54，59及び64）。　Fig．59及

　び64に見られる様に，Pharyngeal　ganglionより発するNervous　corpOxis　allatiは

　直ちに2適して，COrpera　allataを取囲み，更に合して1本となり，Salyvairy　gland

　に走って居る。

　　　3．Corpora　al玉ataの組織学的構造．

　　A．幼　虫　　、　　　　　　・　・「
　　体長1・5～2・5mrn・の第ユ齢幼虫鴛ま・女王蜂働蜂雄蜂共にCerp・ra　allataの組

　織学的構造は略々類似して居るQ即ち，Haematoxylinに対して，細胞質はよく染り，

　核は淡色に染色されるが，邸中に存在する，染色粒は濃色に染められる。核には大小種
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々ある様であるが，概して言えば，比較的大形であって，円形を呈して居る。この程度

の発育状況のものでは，細胞と細胞との堺は比較的明瞭であって，顕微鏡下では，・その

部分が明色に観察される。前述した通り，Nervous　corporis　allati　V＊，　COrpora　allata

の内部には入って居らず，Corpora　algataに接するや，2分して，憎体を取り挾み，腺

体の表面を去るに当って再び合一して，唾腺の方向に起って居る（Fig．50，55及び60）。

　3．5～40mm程度の第2齢幼虫になると，女王蜂，働蜂及び雄蜂によって，その趣き

が大分異って来る。即ち，女王蜂のCorpora　allata内の細胞と細胞との境界は，殆ど

認められなくなり，且つ，第1齢では，細胞質は等質的に認められたが，此の程度に発

育したものでは，細胞質に，一種の流状構造が認められる（Fig．51）。この流状構造は，

Haematoxygin類によって濃染される微小顯粒によって，表示されるものであることは，

高倍率にて検鏡することによって明かである。女王蜂では，此くの如き構造を呈して来

るが，働蜂及び雄蜂の此の程度の発育のものでは（Fig．51及び61），第ユ齢に於て観察

されたものと，’「野々同様な構造を示して居る。勿論，今体そのものの内容は増大して居

る。

　第3齢になって来ると，体長も性別に依って大分異なって来るので，一概には言えな

いが，大体女王蜂では7～8mm，働蜂では6～7mm，雄蜂では6．5～7．5mm程度の

ものを材料として使用した。この程度のもののCorpora　allataの容積増加は，性別に・

依って極度に異なり，特に，女王蜂に於ては，その内容が非常に増加して強大となり，

而も，第2齢の場合より以上に，流状構造が癸達する。又，細胞と細胞との帯解は殆ど

認められなくなる（Fig．52）。働蜂及び雄蜂では，此の時代に於ても，倫，細胞と細胞

との下平は多少認められる。核の大きさも女王蜂のそれに比較して，甚だ劣って居るこ

とは明瞭であり，細胞質には，殆ど解状構造が表われて居ない（Fig．57及び62）。

　第4齢の材料として使用したものは，女王蜂では14．5～15．5mm，働蜂ではユ0．5～

11．5㎜，雄蜂では12ん13mm程度に発育したものであった6この頃になれば，　CGrpo－

ra譜ataの細胞質は，性別の如何にかxわらず，一様に流状構造を示し，細胞と細胞と

の舞堺は認められなくなる。後に述べる様に，腺体そ⑪ものは，性別の如何にか玉わら

ず増大して来．る6然しながら，女王蜂のそれが最も強大であり（Fig．53），働蜂（Fig．

58）と雄蜂（Fig．63）とは野々同程度の大きさに発育する。

　第1齢から第4齢までを通じて，Heidenhain’s　IrOn　Hae血atoxylinによって，

CorpOra　allataの細胞質は核よりも良く染り，核は細胞質よりも淡色であるが，その

中に存在する染色粒や町回は濃染される。DelafieXd’s　Haematoxylin及びEosinの

「染色法によって，細胞質は次の如き染色反応を呈する。即ち，基質は好Eosin性であ

り，その中に，Delafieid’s　Haematoxykinによって，良く染色される岬町が存在する。

此の穎粒は非常に微小である為，通常，その集合が流状構造を呈して居るのである。之

の微小穎粒はHeidenhain’s亙r◎n　Haematoxyli豆によっても濃染されるが，他方，基

質は濃染されない。

　B！成　　虫

　幼虫第1齢より齢の増加と共に，Corp◎ra　allataも容積増加の1途を遣るのである
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が，蠕虫時代の改変期に，以上の如き様相に，可成りの変化を受ける。先ず第1に，腺

体そのものX容積の減少である。この容積減少の割合は，性別に依って大いに異なるが，

女王蜂の減少率は他のものに比較して一一as小さい（TE｝鐸一FiG．1，2，3，4，5及び

6）。次に顕著なる変化は細胞数の減少である。縦断切片について，数えられる核の数は，

容積比（雄蜂成虫のCorpora　a亙lata　’の容積を1としての数値）6・78を示す女手蜘こ

於て13～15，容積比1．38を示す働蜂に射て17～20，容積比1を示す雄i蜂に於て18～20を

数えることが出来る。即ち，Corpora　allata内の核の数は，その容積が最大なる女王

蜂が最小であり，Coxpora　a11ataの容積が最小である雄蜂が最大である。従って，1

bの核の支配する容積は，女王蜂のそれが最大であり，雄蜂のそれが最：小である。働蜂

のそれは，女王蜂のそれと雄蜂のそれとの申聞に存すと言うよりは，寧ろ，雄蜂のそれ

に，非常に接近して居るものであることが明かである。

　次に，核の形態に表われた変化であるが，雄蜂の核の形態は円形叉は携円形を呈し，

幼虫のそれに非常に近いものであるが，女王蜂並びに働蜂の核は，非常に不規則な形を

示して居る。特に，女王蜂では円形又は橋円形を齎するものは殆ど認められず，総てが

不規則なる形態を示し，中には，その断面が馬蹄形を示すものも認められる。此等の核

の発達程度も，女王蜂が最も良く，働蜂これに次ぎ，雄蜂の核は頗る劣って居る（Fig・

5萄59及び6準）。

　成虫期に於けるCOrpora　allataの核は，腺体の周辺部に配置され，中央部は，基質

の中に存在する多数の微小顯粒によって形成されて居る流町構造が，良く発達して居る。

染色反応によって示されるCorpora　allata’の細胞質の構造は，幼虫の揚合のそれと同

様である。即ち，好Eosin性基質の申に，　Hae磁a勧xy重i聡によって濃染される微少顯

粒が流罪に集合し，証状構造を示して居る。そして，Epitheliumの外側を長軸に沿って，

Nervous　corporis　allatiが上下より取り掴み，腺体を去るに当って，再び合して，唾

腺に走って居る。成虫のCQrpora　aUata中に見出される微小網田は，略・々長軸に沿っ

て挙状構造を示して居る。そして，この流状構造は，特に，女王蜂に於て良く癸達して

居ることが認められる。

　以上，成虫のC◎rpora　allataの組織学構造を，女王蜂，働蜂及び雄蜂について記述し

たのであるが，之を，Fig．54（女王蜂），　Fig．59（働蜂）及Fig．64〈雄i蜂）を比較

して見るときに，組織学的様相から検討して，女王蜂のCorpora　aliataが最も活動的

であり，働蜂のそれが之に次ぎ，雄蜂のそれが，最も活動的でない，と言い得ると思漏

　　4．Corpora　allataの成長量の消長

　次に購化当初から成虫に至るまでのCorpora　allataの成長量の消長を検討する目的

で，次に述べる如き：方法を用L）て，その容積を検討して見た。即ち，各性別毎に，Cor－

pora　aklataの縦断及び横断切片を作威し，各氏毎に，その径の長さを測定した。測定

部位は，最大横断面の長径並びに短鑑，最大縦断面の長径の部分である。街，基礎数値

として，以下の論述に使用したものは，何れの場合も，7個体の平均値である。・
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　第2表は横断短径の測定値である。即ち，女王蜂では，第1齢幼虫から第2齢幼虫ま

』でのFes　Tl・・35…から・37…まで厳し・そ鍼熟賜翻隆は…2であ・・

此く・て・第・齢・は・・8乞…な・・主導．は・・35とな・・而して・二期の変態

t・li・・て，蘭・そ嚇は減少・f・2…7・・なり・会鵬齢・磁・・二成

一期のCorpora　aliataの値は贈化当時のそれよりも小ざいことを示すものである。働

蜂に討ては，購化当時の第1齢幼虫に於けるCorpora　allataの横断短径の値が90．0μで

あ・たものが，・齢では・…聯・齢でe・98・5聯・齢では・・・…拗・量溌

翻・を乱てい・．更に減虫liご到・轍・噸外憂懸・翻・な・・誰

蜂に於七は，艀化当時の第1齢幼虫に於ける横断短径の値が107・⑪μ，第2齢では107・Oμ

・成融示さず，Xくして触糊購・第・齢で1・・32・醜・・嬬懸…23



No．2　クロスズメバチYeSPnla　gewisii（CAMERON）の性機能決定機構に関す・る研究（183）21

・な・・…融・・於て・・62・5・・な・・銘篇・…58とな・・購雄蜂噸の侮

pora　allata　g）横断短径は第1齢幼虫の0．58倍であることを示して居る。

　第3表は第2表と同様にして，横断長径の値を示したものである。第3表によって見

ると，女王蜂は，第1齢に於て，150．⑪μであったものがジ幼虫末期に砿192．5μとなり，
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幾藷聡・2を示すに至・・

高松好文 No．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島の値
を各性別毎に図示、したものが・丁量XT一廼G．1，　TEXT－FIG．2及びTEXT－HG．3

である。是等の曲線を概観すると，多少は各性別によって異なる点も見出されるが，横

断短径，横断長径及び縦断論議に」．概して相似た形相を示して居る。特に，女王蜂，働

蜂及び雄蜂共に，甲虫期の変態の際に，各径共極度にその値を減少することは特徴ある

現象と思われる。而も，その減少の割合は，何れの径の揚合に於ても，女王蜂が最：も少

く，その次は働蜂であり，減少する量の最：も多いのは，雄蜂であることは，一致した事

実であるP

以上譲2表蕗3表及び第藪に示されたC。・p。・。・・a互1。・。の成長量，艮μち，Aの値
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’第5表は各発育段階に於けるCorpora　alEata’の横断短径×横断長径×縦断径を

〔×103μ3〕を単位として示したものである。筆者は此れをC・A・　indexと称する。即

ち，，換言すれば，C．　A．　indexは各発育殺階に於け’る，　Corpora　allataの容積比を

表わすものである。女王蜂の幼虫第1齢に於ては，その値が314×103μ3であるものが，

幼虫末期には，その値が778×1G3μ3となる。成虫に至るや，その値は頗る減少して

25・・蜘・とな・・此を成臨即ち・砦罐で表わす・拗蛛蜘・・その値が

2ご48であるが，蠕虫期を経て，成虫期に至るや，0．80と言う値を示して居る。働蜂に於

ては，第1齢幼虫のC．A・indexの値は112×103μ3であるが，。幼虫末期には274￥1G3μ3

・な・．成蛎・・蝉・減少して居・・此ゐ徹器普に代入す・・拗蛛期

には2．45となり，成虫に於ては⑪．46と言う値を示すことになる。更に，雄蜂に於ては，

幼虫第1齢のC．A．　indexの値は，172×103μ3であるが，幼虫末期には406×ユ03μ3と

な腰に・蝕に拠・37・・・…3とな・・此繊難購釜籍・代入す・
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　　　　　［［tEXT－FIG．　6．

幼虫末期から成虫に至るまでの聞に於ける，

　食道側腺の容積減少率比較図

と・．幼虫末期には・その値が2・36となり・成虫に埜ては・e・　22となる。正ヒのCA・・index

の野晒購鴇略図乱たものが・TEX’19］’一・・G・　・であ…の野比の

成長率を比較検討して見ると，先ず第一に，女王蜂，働蜂及び雄蜂共に殆ど同一傾向を
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辿ることが理解される。第2に挙げられることは，幼虫期に於ても成虫期に於ても，C。

A．i掘exの値は，女王蜂のそれが，他のものに比較して，堂に優勢であることである。

第3に，成長率に於ては，幼虫，成虫共に蜂働が第2位であるが，第5表とTEXT－FIG

5とを比較検討して見れば明かなる様に，絶対的数値に於ては，幼虫期では雄蜂が第2

位であるが，成虫期では働蜂が第2位である。即ち，変態後のCorpora　a互lataの容積・

は女王蜂，働蜂及び雄蜂の順である。その数比は，女王蜂：働蜂：雄蜂＝25！：51＝37

である。・今，1この雄蜂の37漏1として計算：すれば，女王蜂：働蜂：雄蜂＝6．78：ユ・38：

1となる。この容積比を図示したもがTEXT－FIG．5である。

　TEXT－F亙G．6は幼虫末期から成虫化までの，　Corora　a亘iataの容積減少率を示した

ものである。即ち，女王蜂は，．幼虫末期に「C．A．　indexの値が778×1⑪3μ3であった

ものが，変態期を経て成虫に至るや，251×103μ3となるを以って，その容積減少率は

77h臨ぴ67・とな・・鱗眼ては・・74・・齢疹・…瞬・減少す・を以つ

　　　　　　　　274－sa　　　　　　　　　　　　騙0．814となる。更に，雄蜂に潤ては，4G6×103μ3からて，その減少率は
　　　　　　　　　274
37・・融と減少す・を以って・その容灘弊ば40編37一…9・gとな・・三三

減少率の比は，女王蜂：働蜂：雄蜂＝67．7：81．　4：90．9の値で示されることになる。

　以上，Corpora　aliataに関して，各性別毎に，その組織学的構造及び成長量の消長

の2点から検討して見たのであるがヂ何れの角度から見ても，女王蜂のそれが最も強力

に活動して居ることが窺知される。次に幼虫時代・に於ては，雄蜂が活動的であり，成虫

時代に於ては，女王蜂の次は働蜂が活動的である様に思われる。

　　　　　　　　　　　　　　顎・結　紮　実　瞼’「

　1．材料及び方法

　Corpora　allataから分泌される内分泌物が，卵巣に対して如何なる影響を及ぼすか，

を検討する為め，結紮実験を行った。

　材料としては，！948年8月上旬，野外より採集したものx巣を実験壼前で飼育し，是

等の巣から生じた新女王蜂を用いた。実験に使用した新女王蜂は総て結繭直前のもので

あり，実験を開始する以前に，巣盤から被実験個体以外のものは，全部此れを取去り，

結紮に着手した。

　先ず，計薗として，実験すべき材料を2群即ち，最終齢幼虫の頭部と胸部との闇を結・

蔑する群と，胸部と腹部との間を結紮する群とに分けで実験に着手した。以上の計颪

に従って，夫々の部分を木綿：糸で，出来得る限り強く結紮し（Fig・65，66及び6の，此

を22。～24。Cの定温器の中に入れて飼育し，その後の変化を観察した。定温器内にて飼

育中，定温器具の湿度には特に留意し乾燥防止に努めた。

　変態したものについては，此を解剖して，生殖器ゐ変化を検討すると共に，実験区毎

に代表的個体，開頭を択び，．生殖器及び刺整器官の発育状況に関し，組織学的検討を行

った。此の揚合用いられた固定液はBouin氏液であり，材料は通常㊧パラフィン切片

法によって，．7～8μ忙切断された。染色にはHe三denhain’s　Iron　Ha6matoxylin及
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びDelafield’s　HaematoxylinとEosinに依る二重染色法が用いられた。　　t一．　t

　2・実験結果　　　　、　　　．　　　　　　　　　』　F　・　　　　　　　　　pt

　Fig．‘65，66及び67の如く，木綿糸にて結紮して，前述の如く，22。～24。Cの定温器内

にて飼育した。Fig．68は無手術のまx定温平内で，・手術を施したものと同一条件の下で

飼育したものから成虫化したものである。幼虫末期のものを，ヒ述の如く，22。～24『C

の定温器械にて飼育することによって，成虫化することから考察して，この定温器内は，

クUスズメバチの正常な癸育に差支い無い環境状態であると認めることが出来る。Fig．

69は，10月31日頭部と胸部の閥を結紮し，11月18N変態したも、のを取り出して，撮影

したものである。Fig．70，71及び72はその中の特に1つを択び，側面，背面及び腹面か

ら夫々描写したものである。此等によって観察するに，胸部及び腹部は完金に成虫化し

て居るにかかわらず，頭部は幼虫のま鼠残存することが認められる。即ち，略々完成し

た胸部には，肢及び翅が既に形成されているが，これ等と比較して外部生殖器の形成が

非常に遅れて居ることは確かである。膜及呼野の器官の発育は，結紮によって，殆どそ

の影響を受けないが，外部生殖器の発育は抑制されることが認められる（Fig．70，72）。

　次に，頭部と胸部との間を結紮した個体について，観察して見ると，F越・73（10月

31日結紮した個体を11月19日に取出しセ撮影したものである。）によって明かなる様に，’

頭部及び胸部は明かに変態し，成虫としての特轡を県えセ居るが，瞑蔀は幼虫のまトの

形態を具えて居る。肢や等等の胸部附属物は略々完成に近い形態を示して居るが，外部

生殖器は殆ど形成されて居ない○

、以上の2？の実験より，変態を規定するホルモンは胸部に存する器官から分泌される

が，外部生殖器（交尾器）の変態は頭部に存する内分泌器宮からの内分泌物の作用に依

って，その発育が左右されるものと認められる。

　第6表，第7表，第8表，第9表及び第！0表は頭部と胸部との間の結紮実験の成績表

である。第八表は此等5回にわたる結紮実験の集計表である。此等の笑内に於て取扱わ

れた被実験個体数は445個体，その中，変態に到らずして死亡したものが170個体（38・

2％），変態した、ものが275個体（61・8％）であった。その275個体を解剖した結果，明か

に。卵巣の発育に対し，抑制的変化が認められたものは143御許であり，此の数値は，

変態したもの・細固体数275個体に対しf52％tlこ達して居軌変態したもa・申・卵巣

の発育に対し抑制的変化が起つたか，否か，を判定することが不可能な個体が76個体

（27．6％），又卵巣の発育に対し抑制的変化が起つたとは考え得られない個体が56．個体

（20．4％）存在した。・

　第12表は結繭1日～2日前と思われる程度に発育したものを，胸部と腹部との間で結

紮した実験結果を表示したものである。笑験は1銅11日と10月31日の2圓1こ行われた。

被実験個体数は92個体，内，変態せずして死亡したもの35個体（38・O％），変態したも

の57個体（62．G％）であった。これ等の変態したものについて，解剖学的検討を加えた

結果，その卵巣の発育に対し抑制的変化が認められたものは7・合計に於て29個体（50・9％）

であり，卵巣の変化不明のものは14個体⑫4．6％）であり，卵巣に変化認められざるも・

の14個体（24．6％）であった。

　此の揚合の卵巣発育抑制の状態は，一般に，頭部と胸部との間を結紮したものよりも
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極度に抑制されて居り，刺整関係器官の発育も，’ ｭ度に抑制されて居ることが認φられ

る。特に，（》variolesは1本1本分離されて居らず，6本宛が合体して，1本となって

居ることが認められる。

第　　6　表

実験　結　紮1個体　不　変　態　　変　　態

舶部位数数％釧％数％
卵災発育不明卵集発育抑制選集発育不変化

数　　％　　数 る0
！

9．17

X．19

X．27

X．28

頭胸聞

ｪ胸聞

ｪ胸問

ｪ胸聞

33

R6

S7

S7

11

P3

P6

P9

「　　33．3

@　36．1

@　34。0

@　40．4

22「66．7@
　
1
1
1
醐
2
8
i
　
5
9
・
6
1

51

@7

P0

@9

22．7

R0．4

R2．3

R2．2

13

P0

P3

P4

59．1

S3．5

S1．g

T0．0

4　　18．2

U　　26．1

W　　25．8

T　　17．8

計
163］　sgi　36．21／　’lo41　63．sil　31i　2g．sjl　sol　4s．11　231　s‘，2．1

第　　7　表

実験

月日

結紮

部位

個体

数

不変態
数　　％

変　　態．三三発育不明

数　　％ 劃％

卵集発育抑制．卵集発育不変化

数［％
　i
数i％

・・…陵辱73i　28矧・・1・…巨2劉2gl鋼　・1…

第　　8　表

実験 結葉

月則部位．

個体

数

不変態［［変　命

数［％ ［数　％

畷鮪棚膿育抑制rtptes育不変化

数　　％ 蜘％！数％
ユ0。31　莫頁胸問 2s［　sl　32．il　20／　6zgl　61　30．ol　iol　so：o

41　20．0

第　　9　表

笑験

月日

結紮

部位

10．20頭胸聞

10．20頭胸問

10．20頭且勾聞

個体

数

22

33

27

不変轡変態
数i％融1％
g1　40．　gl

L
14i　4Z4

121　44．41

131　59．1

191　57．6

151　55．6

卵愚才梱非職育抑納仔集鮪不変化1，

数％i数．％1釧％
31　23．1

41　2L1

6

10

41　26．71　8

’46．　21　’4

52．6

53．4

5

3

30．　8’

26．3i

20．3

計［821・・．・2・・147／・7・・■・・睡・…1…　225・・i
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第　　10　表

実験

月日

11．19

11．　19

11．19

11．　19

結紮

部位

個体

数
、

不変態

釧％
頭胸聞

頭胸聞

頭胸闘

頭胸聞

26

20

9

8

26　　ユ2

271　11

34．6

40．　0

46．2，

40．7，

1変　態

数1％
　1

卵藁発育不明

釧％
図…
ス2i　60．。

141　53．8

・・匝・

6 35．3

　・16．72

3 21．4

51　31．3

卵集発育抑制卵災発育不変化

剃％　蜘．％
8

6

7

9

47．・1

50．0

50．　0

56．3

3

通
一

4

2

17．　6

33．3

．28．6

12．　5

計
ggl　“，e一　40：tll－sgl　sg・6i！61一一i｛iy－－，1　30［J，o・sl　iof’　’一1｝1，7il．

第　　11　表

結　二

部　位

畳
数

不肇態　　変　　轡

「数1％数％

卵集発育不明印災発育抑制

数　％数1％
卵集発育不変化

釧％
頭胸剛・45・7・／・8・・II・751・…レ・1・Z6i　g435劉・・i…4

第　　12　表

実験

月日

10．　11

10．　11

10．3エ

10．　31

結核

部位

購
数

｛ 不　変態

釧％
胸腹問

胸腹聞1

胸腹間

門一間

17

18

21

6

8

8

36，．　ユ3

35．　3

44．41

変　　態

数　　％

卵集発育不明

釧％
卵集発育抑制

数　　％

11

10

38．　111’　13

36．1 23

6・2．　7

55．6 3
26L　91．　4

63．　9 5

2Z　31

2610’i

sl　4s．　s

51　50．0

30．8i　61　46．2

21．　7 13i　56．5

卵災発育不変三

韓％囁
3

3

3

5

27．3

30．0

23．ユ

21．7

ヨ旨口
g21，　3sl　’t一．ol　’一5’7’］　62．ol　i41　24t．61”　zgl　so．gl　i41　24L．6

　Fig・74は結繭後5日を経過した女王蜂蠣を三月26日セこ，頭部と胸部の間で結紮し・・

それより15日後の11月10Nに巣房より，それ等を取り出して撮影した写真である。結繭

後5日輪こは頭部，胸部，腹部の経れば揺々完成されて居るが，未だ成虫としてその外

骨酪板は完成されて居ない。この時期のもめを，頭部と胸部との間で結紮すると，頭部

は殆ど死滅し，胸部及び腹部は完全に，成虫としての特徴を表わして来る。更に，外部

生殖器も完成されるし，解剖学的検討による内部生殖器及び刺整関係器宮の発育も亦正

常のものと変らないことが認められる。以上のことから，生殖器及び刺整関係器官の発

育完成に必要なホルモン的条件は，踊下期の前半又はそれに接近する期間に充されるも

のと考えられる。

　3・組織学的検討

　　A．卵巣Ovary
　Fig．75，76，77，78及び79は10月31日頭部と胸部との闇を結紮し，・11月18日に固定

したものであって，Fig．69の写真に示すものと，同一実験区の個体である。　Fig．　s9，
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、81，82及び83は同上結紮個体に対する標準個体の卵巣の切片である。是等両者の卵巣．

を比較してその発育状況を検討せんとするものである。

　Fig．80は標準区の個体の卵巣の：部分の切片を280倍の倍率にて，描写器を用Lkて描

写し，Fig．81は標準区の個体の卵巣の部分の切片を450倍の倍率にて描写したものであ

る。Fig．82は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率．100倍のレンズを用いて撮影

し，Fig．83は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率4⑪0倍のレンズを用いて撮影し

たものである。此等㊧図は，何れも，Ovari◎1esの基部に近い部分の図である。此等の

図を観察して，先づ，顕著なことは，E99　cells，　Nurse「cells：及びIFollicular　cells

どが，未だ明かに区別し得な’いことである。而も，各細胞は‘一・di〈な発達程度を示し，細

胞との境堺は淡色に認められ，細胞質は稽々漫く染色されて見える。Epitheliumを形

成すべき細胞層は，未だ1列に排列した整然たるEpitheliumを形成していないが，然

し，或る程度の発育分化が認られ，むpithel｛umとしての様相を示し，その厚みが次第

に減少しつxあることが認められる。・

　Fig．75は，前述した通り，頭部と胸部との間を結紮した個体め◎vari◎leの基部横

断面図であり（倍率70倍），Fig．78は，同じ部を100倍の倍率をもつレンズを用いで撮：

註したものである。Fig．79は，400倍の倍率をもつレンズを用いて，同一部分を撮影し

たものであ・る。F三9．77は，同一（）varyの先端部のOvariGleを，630倍の倍率を以っ

て描写しfgものである。　Fig．76は，同一一実験区の別個体の卵巣縦断面を，450倍の倍率

を以って描写したものである。此等の実験個体の0サariolesは，標準個体のOvarioles、

に比較して，内部のEgg　cells，　Nurse　cel｝s及びFdlicular　cellsの分化が認めら

れないのは勿論のこと，その発育が頗る不規則であることが認められる。換賦すれば，

Ovariolesの基部でありながら，標準個体のOvariolesの先端の如き形相を示して居

ることである。更に，第2の点は，Egg　cells，　Nurse　cells及びFollicular　cellsが

来分化の状態に混在するばかりでなく，三等の各細胞間の三三は殆ど認められない部分

が多いことである6且つ，その発育状況は異常を呈して居ることが認められる。第3の

点は，耳pi磁el搬mを形成する細胞の数が相当多く，此等が環状に走って，厚い細胞層

を形成して居る点である。標準個体では，実験個体に比較して，Epitheliumを形成す

る層は，その細胞数を減じ，’厚みが薄くなって次第に整然とした形粗を示して居る。第

4の点はOvarioleそれ自体の径の大きさの点である。即ち，　Ep醗eliumを除いた管

内部の直径が，標準区の個体のものでは簿μ内外に発育して居るが，実験区のものでは5⑪

～55μであると言うことである。以上の諸点から見て，実験個体の’◎variolesは，そ

の発育が抑制されて居ると見ることが出来る。

　　B．輸卵管Oviduc七

　Fig．84は実験個体の輸卵管壁の拡大図（×450）である（10月31日結紮∫11月18日固

定）。此の図によって明かなる如く，輸卵管壁は相当厚いが，その組織細胞は成虫細胞

への変成が行われて居ない。Fig．85は標準個体の輸卵管であるが，その壁は薄くなり，

且つ細胞は減少し，組織細鞄の成虫細胞への変成も三々完了した形相を示して居る。即

ち，輸卵管も結紮することによって，その発育は抑制されるものと認められる。
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　　C．毒腺及び毒嚢Acid藤a撮and　Poison　sac

・Fig．86，87，88，及び89は1銅31日頭部と胸部との闇を結紮し，11月18日閲定した

個体の毒嚢及びその附近の切片の描写図及び写真である。Fig．86は倍率5⑪倍にて描写

したものであり，璽ig．88は倍率欝0倍のレンズを用いて撮影したものである。此の両

図の中には，PGis臆sac及び同勢管，　SPer憩athca及び（）vid磁ctが表われて居る。

Poiso豆saCは内外2層より、成り，外層はやがて横紋筋繊維となり，成虫毒嚢の主要部分

を形成する運命を担う部分である。内層は多数の細胞から形成されて居るが（Fig．87），

成虫化が進捗するに従って，此の膚は結締組織内層へと改変されるものである。此の内

層は頗るよく発達した強固な厚膜へと次第に改造されて行くのである6内層の内側には

繊毛を密生して居るが，此の繊毛も，成体では消滅して居る（Fig．39）。此の内層及び

外層はFig．87及びFig．89によって明かなる様に，頗る不規則な排列状態を示し，異

常な形態を示して居ることは明かである。即ち，細胞は基質中に散在し，成虫組織への

変成の歩程中にある形相を示して居る。この傾向は，特に外層，即ち，やがて横紋筋繊

維に発達すべき部分に顕著に窺われる。

　Fig．99，91，92及び93は上述のものx標準個体の切片である。　Fjg・90は70倍の倍

率を以って描写したPois◎n　Sacの全形及び此に続くAcid　glandの一部分である。更

に，Fig．9ユはPois◎n　sacの壁の一部分を拡大（×450）したものである。　Fi9．92及び

93は夫々，．100倍及び4GO倍のレンズを以って撮影した写真である。此等，特にFig．91

によって明かな様に・外層及び内層共・結紮個体に比較して・健全な発育をして居るこ

とは明かである。外層には，明かに，筋肉繊維として発達しつXある繊維を認めること

が出来る。（此の時代には未だ横紋筋は認められない。）内層は内傷に面する部分程，細

胞質が濃縮して居り，外層に接する部分程，細胞質は稀薄になって居る。核は大体中央

部に多数集合して位置を占めて居る。Acid墓1aRd及びPoison　sacの導管の組織学的

構造も，’以上述べたところと略々同様な関係にある。従って，Acid　gland及びPois曲

sacの発育も，頭部と胸部との間の結紮によって，それ等の発育が抑制されると認めら

れる。

　　D．受精嚢Speτma出1ca

　Fig．86，88及び89に於て，　P◎isoit　sacに相接してSperrnathicaが見られる。　Fig．

94はその壁の一部拡大図（×’450）である。前述した通り（Fig．34参照），成虫に於け

るSpermathicaの構造は，　Epitheliumの内側に，結締組織様構造を示す組織があり，

而も，此の組織は内外2層に分かれて居る様に観察される。

　今，この実験個体のSperrr．］．athicaを切片に依って観察すると（Fig・86，88，89及

び94），明かに内外2層を示して居る。内学に面する層は大形の核を有し，外暦の細胞

は小形の核を有し，且つ，その周辺に，Haematoxylinによって濃染される細胞質を

伴って居る。

　Fig．95は標準個体の’　Spermathicaの側壁拡大図（×540）である。此の図によっ

て観ると，Spermathicaの外側は結締組織から構成され，・内側は円柱状細胞によbて

構成されて居る。Fig・94と比較して見るとき，実験個体のそれは，内層外層共に異常
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な組織形態を示して居ることは明かである。爾，筆者は，幼虫時代の内層は，成虫時代

に於ては退化消滅して，外層が2層に分離するのか，或は，蠣虫時代の内層外層が，そ

のまX，成虫時代の内層外層になるのか，それ等の何れであるかを追跡することは出来

なかった。要するにSpeTmathicaに調ても，結紮がその正常な発育を抑制することが

窺知される。

　　E．交尾嚢Copulatory　p◎uch．

　前述した通り，外部生殖器の改変が，結紮個体では，遅れて居ることが認められる。

従って，幼虫器官から成虫器官が構成される際，陥入によって出来上る諸器官の成虫器

官への改変が遅れて来るのは必然である。C◎pula’tery　pouchは，その最：も顕著なる

ものである。切片によってその組織を観察して見ると，：先づ，外部の陥入によって生じ

たCopU　Iatery　pouchは，その後，腹部末端の変成が進捗しない為め，幼虫組織への

改変も停止して居る状態である。興g．96は，1⑪月31日頭部と胸部との間を結紮した三

野のC◎P副肝ory　po艮chの側壁の拡大図である。内腔に面した部分には，表皮性皮膜が

顕著に発達し℃居り，その外方に改変途上の細胞層が認められ一る。Fig．97，98及び99

は，何れも標準個体のCopu｝abory　pouchの縦断面であるが，此等とFig．96とを比

較して見ると，．全く別物の様に見える。標準個体では表皮性内膜は差程顕著ではない。

Copu　latory　pouchの側壁は内外2暦に分れて居る。此の時代のものx内層には整然と

細胞が列び，内腔に面して，Hae瓢就砿yh豆によって濃染される部分があ．る。此の部

分に大形の核が存在する。内層の中，外層に接する部分はHae皿aもoxyli戦．tlこよって濃

染されない部分であって，核の数も極めて僅かである6外層は附議細胞から出来て居る。

此の時代のCopulatory　pouchは，未だ，成虫のCopulatory　pouchに見られる様な，

複雑な構造は示して居ない。

　此くの如く，標準個体に比較して，結紮個体は，未だ，内外2層の分化も見られず，

全く変成途上にあるものと言い得る。換言すれば，結紮によって，Copulatory　pouch

の発育は，極度に抑制されると言い得る。

　　F．胸部と腹部との間の結紮個体

　前述した通り，胸部と腹部との間を結紮すると，頭部及び胸部は蠕化するが，腹部は

幼虫として止まり，蠕としての外形的特微は全然発現しない。従って，外部生殖器も全

然幼虫そのまxの形態を呈して居る（Fig．73）。従って，内部生殖器も’極度にその発育が抑

制されて居る。即ち，’ P0月11日胸部と腹部との間を結紮し，10月30日固定した個体では，

内部生殖器の発育が極度に抑制され，，成虫器官としての内部生殖器も僅かにその変成が

認められる程度である。Ovarioles内の生殖細胞も極度にその発育が抑制されて居り，こ

れを取囲んで居る組織も，他の部分の幼虫細胞と区別が立たず，Ovariolesの、　E’pithelium

を形成すべき蓮命を担う部分を確然と識別することは，殆ど困難である。Spermathica

にしても，Poison　sacにしても，或はAcid　glandにしても，或はCopulatory

pouchにしても，以上の関係は全く同様であって，成虫器官への改変は殆ど抑制され

て居ると見ることが昂来る。．このことは，蠕化が抑制されて居る以上，成虫器官である

生殖器官の発育が抑制されて居るのは將に当然で挙ると見ることが出来る。
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　　　　　　　　　　　　　　璽・斬首・実験

　　　　1．材料及び方法

噌　材料としては，結紮実験の場合用いたものと全く同様なものを用いた。

　　方法としては，木綿縣で頭部と胸部の間を結紮し，然る後，頭部を解剖学を三って切

断した。結紮した後，頭部を切断した所以は，出血の多量なることを防止する為であっ

　て，結紮せずして斬首したものは，出血の為め，全部死亡し，生存したものは1頭もな

　かった。

　此の如く手術したものを，22。～24。Cの定温器内に入れ，結紮の場合と同様，湿度に

注意しながら飼育した。

　組織学的検討も結紮の揚合と同一一方法を用いた。実験圓数は5回，実験個体数は493

個体であった。

　　　　2・実験結果

　上述の如くにして実験した結果は，第21表に示す通りである。被実験個体493個体の

申，変態に到らずして発死したものは216個体（43．8％），変態したもの277個体（56．2

％）であった。変態個体277の中，卵巣に抑制的変化の認められたものは145個体（52．3

％），卵巣め変化不明のものは77個体（27．　8　9／o），卵巣に変化を認めることが出来なかっ

たものは55個体（19．9％）であった。以上の結果を結紮実験の結果（第19表）と比較し

て見ると，変態の割合（％）は劣って居るが，卵巣に抑制作用を受けた割合は，僅少な

がら優って居る。　　　　　　．　　　　　　．　、　　　　　　　　　j．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　14　表
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　Fig．10⑭は11月3日に斬首し，11月23日に巣房から取出して，撮影したものである○

図によって明かな様に，胸部及び腹部は，完全に蠣化し，肢及び翅等の胸部附属物も完成

されて居る。然しな漆ら，・腹部末端部の変成が抑制されて居ることは，結紮の揚合と同

様である。従って，斬首によって外部生殖器の発育は抑制されると見ることが出来る。

　　　3．組織学的検討

　今，こXで，結紮の場合と同様な組織学的検討を繰返すことは，t余りにも冗長に失す

る感があるので取止めることにするが，Ovarioles，《）viduct，　Copulatory　Pouch，　S一
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permathica，　Acid　giand及びP◎ison　Sac等の総ての生殖器官及び刺縫器官の発育

が抑制されて居ることは，顕著な事実である。このことは結紮によって，頭部に存する

器官からの内分泌物が，胸部乃至は腹部へ循環することを除去するより以上に，完全に

除去するのであるから，生殖器官や刺蟹器官の発育が抑制されるのは当然のことX老え

られる。

　　　　　　　　　　　　　　懸・一期的考察

　Ves露daeに属する蜂類は，　Pogistes属を除けば，概して性的3態，即ち，女王蜂，

働蜂及び雄蜂の区別が確然として居る様である。特に，クロスズメバチVlesPesla　lewi－

sii（CA廼ERON）に於ては，内部生殖器の構造に於ても，叉外形の点に於ても，将叉，

習性の点に於ても，此の3者を明確に区別することが可能である。而して，元来，女王

蜂も働蜂も性的に等しく『雌』でありながら，響くの如ぐ性的機能に相違を来して居る

のは，何に原因して居るのであろうか。筆者の知る範囲内ではVespidaeに関する限

り，此の種の分析的研究はない様である。

　桑原万寿太郎博士（！947）は，密蜂女王蜂形成要因に関する研究を行った。一般に密

蜂に於ては，若し，1巣内に女王蜂を鉄除した揚合，将来働蜂になるべき卵，若しくは

幼虫の住む門先を増築して，所謂，変性王台を形成し，此を女王蜂に育て上げることは，

肥州飼育の際，一般た見られる現象であるが，桑原博±は此の現象を分析的に解明した

ものである。今，こxに，桑原博士の研究の結論の2，3を捨って干ると次の通りであ

る。（1）．蕪女王群内では，働蜂房王台の区別なく，r般に，蓋がけまでめ時間が短縮さ

れる。（2）．正常群働蜂房，無女王群働蜂房，無女王群a個体，無女王群王台とについて，

瑚膿の三智とZ房期間勤の給餌回数との関係を調査した結果・無一群の働蜂房

も，第1回第2回の脱皮に当る時期には，夫々，多少給餌曲線の上昇を見せて居り，無

女王群王台は2壱日目に，蒋有の給餌曲線の上昇を見せているが，無女王群働蜂では第

3回目の脱皮に際しては由を示さない。（3）・王台に特有な給餌曲線の山は，王台拡張と

壁の増補の始められた直後で！l，るので，この王台壁ρ構築の始まりが，給餌曲線上昇の直

接の誘発刺戟となるのではないか。（4）．正常群の働蜂の蠣のOvarioleの数と無女王群

の雌性蝋のOvarioleの数とを比較して見ると，後者が非常にその数が多いこと，省ほ，

こNに興味あることは，第1回，第2回の脱皮のとぎには，寧ろ，後に王台に択ばれた

ものより多くの給餌回数を受け，その後，何等かの原因で，王台の構築が中止され，従

って，第3圓目の脱皮のときに給餌の山は表われなかった個体（無女王群a個体）の蝋

の外形は明かに働蜂でありながら，Ovariolesの数は24本を示して，正常群の働蜂蠣の

《）varioles数の平均3に比較して，遙かに多いことである。旧くして，女王蜂への決定に

は，第3回目の脱皮の時期の過剰給餌が，不可敏の要因らしい，と述べて居る。（5）・又

質的な有無については，未だ確証は得られないが，参与する給餌働蜂の船齢に相違が見

られないところがらみて，特別な分泌物の与えられる可能性は少ない，と述べて居る。

　更に，桑原博士はその第入江に於て，正常群哺育働蜂日齢分布，無女王姦濫房の哺育

働蜂日齢分布及び無女王群王台の哺育働蜂日齢分布等を調査し，更に，咽喉腺の細胞学

的研究を行い，その結果，女王蜂の育成には，特別の腺から分泌される特別の有効物質
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が与えられると君ふ様なことはなささうに思はれる，と述べ，結論．として，女王蜂の形

成は，卿化直後から比較的過剰に給餌され，第3．回目の脱皮のときに，甚だ多：量に給餌．

されることが，女王蜂決定の要因の如く思われる，と述べて居る。

　此の桑原博士の密蜂女王蜂の形成要因に関する研究に見られる如く，女王蜂．と働蜂に

よ．ってOvariolesの数の異なる様なことは，クロスズメバチに：於ては見腐されなかっ

た。筆者の観察したところでは，クロスズメバチの《）varioleSは常に，片側6本宛，

計12本のOvar三〇16sによって構成されて居た。只・然し，再三述べた如く，女王蜂と働

蜂とでは，その（》varielesの発達程度は極度に異なって居ることが認められた。

　V．B．　Wigglesworth（ユ936）はRhodnizas　PTolixzts（Hemiptera）の実験に於

て，成虫の雌虫が，成熟卵を産出する為には，Cor脚s　allatumが必要であり，且つ，

丁磁60灘の野虫のCorpus　allatumからの分泌物はR加4鋭％sの卵のi発育を誘起

する。若し，この分泌物がなければ，Oocy’teSは栄養…細胞．R凱se　cellsと連絡して居

．る間は成長を続けるが，その栄養がFollicular　cdlsに吸奴さオtてしまうと卵細胞は死

滅し，吸収されてしまう。　Nymphal　stageのMou箆溢9齢r熈oneは，雌成虫の卵の．

発育を誘起しないばかりでなく，Egg　fOrm撮g　hormoneは慮絶皮を誘起しない，と述

べて居る。更に，雄成虫のCorpus　allatumは附属腺Accessory　glandの正鴬な活

動に必要である。雄成虫のこの分泌物は雌成虫の卵のi発育を促進するし，雌成虫のこの

分泌物は雄成虫の附属腺の活動を盛んにすると結論し．；Corpus　aUatum分泌物と性機

能との関係に不可分の関係のあることを論じて居る。

　hpt－rx＝，　lsabe・　lle　G．　Weed．　（1，［：’r6）　oik　RemQval　of　（］Qrpora　Allata　on　Eg．g　Pro－

d霞ction　in　Grass－hopper，　Melan　oPl’as．Diff676vetialisの題名のもとに，　C◎rpus

allatun？と性機能との関係を研究した。その結果に従えば，　Corpora　allataとEgg

Producti◎nとり関係に関し，次の如く結んで居る。帥ち，‘‘The　results　o焼ai餓ed　in

th・aw　a’b．　ov・e　pTeliminary　experixmen’L’s，　・bherefore，　sugges’t　that　in　．Zgtfelapa．02＞lets

diyffere？ztial．7Js，　as　in　Rgzodfiizes　Polixr．s，　the　corpora　allata　are　necessary　to

normal　・developmen’t　of　the　eggs，．and　’that，　further，　sccretion　in　the　gl，　Etw－dular

por’tion　of　the　oviducts　is　alsQ　influenced　by　the　corpora　a1垣ta．，，と結言啓して居

る。Corpora　aUalaに関するV・B・．WigglesworthのRizodveius　PTolixi．fsを材

料としての実験と，1．G．　WeedのMelanoPlti．s　differentialisを材料としの実験と

は，必ずしも完全に一致するわけではないが，（Weed，ユ936．　Proc．　Scc．¢xp・Bio1．

and　Med．，　XXXIV．，885．参照），正常卵形成の際に於ける，　CG難ora　aliataの，果す

役割に関しては略々同様な結論に到達して居るものと見ることが出来る。

　さて，こエで，筆者の実験結果を考察して見る必要がある。先づ，クロスズメバチ

YesPzsla　lezvisii（CAMERON）に於ける，女王蜂と働蜂との，産卵機能に蘭する検

討を試みて見なければならない。先に述べた通り，． 莱､蜂と働蜂とは，性的に等しく

『雌』であpながら，．一一方嫁産卵能力を持つ女主蜂となり，一方は通常の場合，三焦能

力を持たない働蜂となるのであるが，此様な現象を惹起する器官，即ち，（》variolesに

は，構造上如何なる相違が見られるのであろうか。このことに関しては，先に述べた通り，
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第1に注目されることは，Ovarlolesの発達程度の相違である。即ち，女王蜂のOva－

riolesは極度に発達して碗艇と伸びて居るが，働蜂のOvarioleSは，女王蜂のそれに

比較して，その発育程度が甚しく劣って居ることである（Fig，6，8）。第．2の相違点は，

FollicuKar　cellsの相違である。即ち，女王蜂の恥Uicular　cdls（Fig．23，24，26，

27，28及び29）は，一般に核も大きく，その断面に於て方形を呈し，健全な様相に発育

するのに反して，働蜂に於ては，一般に核も小さく，その断面が長方形を呈し，繊弱な

細胞へと発育することである（Fig・25，30，31，32及び33）。第3の相違点は卵黄形成に

関する相違である。即ち，女王蜂のOvariolesの中には卵黄形成ぷ完全に行われた．

Oocytes（Fig．23）を見ることが出来るのであるが，働蜂のOvario玉es内のOocytes

（Fig・25）には，通常の一合7．．、全部が全都，卵黄形成が行われず，謂わぽ，発育中止の．

形になって居るのを観察することである。以上述べた，第2及び第3の点に関しては，

次に述べる如き関係があるものと思われる。即ち，働蜂に於ては，Follic磁ar　celisが

健全な発育を遂げ得られない為，Gocyte内の卵黄形成が遂げ得られないが，／一女王蜂に．

．於ては，Foli三。　ular　cellsが健全に発育を逐げて居るので，卵黄形成も亦，完全に運

行され，健全に発育した続絵卵が（》va戴）1esの中に形成されて居るものと思惟される

のである。

　以上の点から老察して，クロスズメバチVesPnla　lezvisi’i（CAM£RON）の場合健

全なる成熟卵を産出する為めにはFoilicular　cellsが健全に癸育することが必要条件

である様に思惟される。

　次に，Corpora　allataの組織学的構造並びにその成長量の消長について考察を加え

て見ることにする。成虫に於てCo壌ora銀1就aの腺体それ自体が組織学的構造上，活

動的様相を示して居るのは，女王蜂と働蜂であり，雄蜂のそれは，寧ろ，非活動的な様

相を示して居ると見るのが妥当であろう（Fig．54，59友び64）。而も，女王蜂と働蜂と

では，遙かに，女王蜂のそれが，あらゆる点に於て優勢であると削ることが出来る。即

ち，幼虫，成虫を通じて，女王蜂の（）．A．　indexは最大であり，働蜂のそれは，成虫

に於て第2位を占め，幼虫に於ては，雄蜂の（）。A．　index，が第2位を占めて居る。

成虫に凪げるC。A．　indexの比は，’女王蜂：働蜂：雄蜂＝6．78：1．38：1であって，

女王蜂，働蜂及び雄蜂のCoxpera　allaねの容積比が如何なるものであるかを察知する

に難くない。更に，Corpora　a至1就aが，． c虫期末期から蠣虫期を経て成虫に至る間の

減少率は，女王蜂：働蜂：雄蜂二67．7：．81．　4：9⑪．9であって，．女E蜂のCorpOra　alla－

taの減少率が最も小さく，次は働蜂㊧それであり，最大の減少率を示すのは，雄蜂の

Corpora　allata．である。　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　』．

　以上述べ牽筆者の実験結果の考察から，．若し，．Wiggelsworth　（1936）や珊ee－

d（1936）が述べる様に，Oocytesの正常な発育にはCoz’pora．　allaacaからの分泌物

が必要であるとすれば，筆者のCorpo■a　allataの組織学．的検討に関す．る結果が，その

事実を裏書きして居るものと見ることが出来る。輝く考察を進めて来ると，結局，C◎r－

pora　allataからの分泌物によって；Follicular　cellsの発育が健全に遂行され，健全

なFollic鯉ar　cellsによって，卵黄形成が完全に行われ，成熟卵として発育を全うする
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ものと考えられる。

　以上の考察と符合する研究はWeed－Pfeiffer（1939）のMelaitoPlr．s　diffe7”entiagis

を材料としての研究である。氏に依れば，Grasshopper（ft（felaveoPlzas　d2：ffef‘entialis）

に於て，Oocytesの卵黄蓄積開始までの発育はCorpera　allataの有無に関係なく進

むが，それ以後の発育は，CorpnOra　allataなくしては起り得ず，　Oocytesは退化吸収

されてしまうことを述べて居る專である。この実験結果は，明かに，先に述べたV．B．

Wigglesworth（1936）や　亘sabelle　G．　Weed（1936）の実験結果と一致するものと

見ることが出来る。

　きて，一般習性の項に述べた様に，密蜂の解合と同様，働蜂にも産卵能力を生ずる場

合がある。即ち，秋9月頃，女王蜂を含めて，巣を揉塗し，その後に働蜂のみを残すと，

所謂『二番巣』を営造し，残された働蜂のあるものほ産卵を開始する揚合がそれである。

勿論，この揚合，交尾しない働蜂であるから，産み出された卵は不受精卵である。この

事実と併せ考えるならば，働蜂に於て，卵の発育に関係する内分泌器官が，多少活動的

であることは，將に当然のことの様に思われる。雄蜂のCorpora　alla七aの分泌物が

Accesory　gtandの活動を完全にする為に必要であると言う，Wig誤esw◎rth（1936）

の実験結果を裏付けするに足る資料は，何も持たない。

　次に，女王蜂幼虫末期の頭部と胸部との間の結紮実験，斬首実験及び胸部と腹部との結

紮実験は，明かに，生殖器及び刺整器官の発育を抑翻することを示して居る。これ等の

点について考察を加えるに先立って，福田博士の家蚕を材料としての広範なる研究（19

44）を見ることにする。博士は家蚕について，斬首，結紮，Corpora　alla瓠及びPro一『

thoracic　gland等の摘出，移植等，実に広範は実験を行った。博士の実験の大部分は、

S三eeping，　M◎ulting，　Matifration及びPupation等セこ関する検討であるが，その中

で，Gonad．のMaturatio箪についでも言及して居る。そして，その結論として，　Ctlit

‘the　sil，　kworm　the　corpova　allata　axe　e£　no　importance　for　the　．maturatiDn　6f

the　gonad．”と結んで居る。然しながら，筆者の結紮実験及び斬首実験は，明かに生殖

器及び刺整器官の発育を抑制して居ることが認められた。換潤すれば，頭郡内の内分泌

器官からの分泌物がなければ，生殖器及び刺整器官の完全な発育を遂げることは出来な

いことになる。この事実を，；先に述べた）・C◎rpoぬallataの組織学的構造やその成長

量の消長等とを併せ考えて見るときに，頭部内の内分泌器官はCorpora　aHataがそれ「

に該当するものであるこ乏ほ，略々確であろう。従って女王蜂の生殖腺及びその関係器

官が良く発達するのに反し，働蜂の生殖腺及びその関係器官が充分発育せず，その機能

を完全に癸揮し得ないのは，Corpova　allataの分泌機能に関係をもつものと呪えられ

る。即ち，女王蜂，働蜂の性機能の決定には・C◎rpora　allataの分泌：量の多少が，そ

の主役を演じているものと思われる。

最後に，女主蜂幼虫末期に胸部と腹部との間を結紮した実験について一言する。この

実験に於1（は，頭部と胸部との聞を結紮した個体と異なり，頭部及び胸部は完全に変態

して（Fig．100）成虫態を表わすが，腹部ほ幼虫態のま｝・．である。このことは，変態中

枢が胸部にあることを暗示するものであろう。複田博士（9944）は絵心を材料として
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の研究に於て，1．……，while　maturati◎n　and　pupatiOn　are　determined　by　PGS

without　or　almosヒwithout甑e　co一◎peration　of　CAS二（PGS：Prothoracic　91and

substance，　CAS：Coτ轡s　alla’tum　substa貧ce）と述べ，更に，4．　The　prothoracic

gland　continues　i’ts　activity　even　a’Eter　pupation　and　plays　an　imipor’tant　part　in

imaginal　differenttia’t三〇n．と述べて居る。この結論と，筆者の胸部と腹部どの間の結紮

実験は完全に一致するものである。筆者のこれ丈けの実験資料からすれば，Maturati◎n

やPupationはProthracic　glandによって決定され，　Imaginal　differentia’tionに

於ても亦，Prothoracic　glandが重要な役割を演じて居るものと見ることが出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　眠・結　　　論

　1．クロスズメバチ馳5勿1αlezvisifJ（CAME盈ON）には女王蜂，働蜂及び雄蜂の

性的3態があるが，女王蜂と働蜂とは等しく『雌』である。女王蜂は産卵能力を持つがダ

働蜂は通常場合産卵能力を持たない。

　2．女王蜂と働蜂との相違点は（1）．女王蜂ρ～卵巣は，充分発育して居るが，働蜂の卵巣

は発育不充分である。〈2）．充分癸卒したEgg　c皇amb鉱のFo11ま。賃iar　cellsは女王蜂で・

は健全に発育して居るが，働蜂ではEgg　chamberのFollicular　cellsの細胞の厚み

は増加するが，非常に細長い細胞で貧弱さを表わして居る。（3）・女王蜂のOvarioles中

には卵黄形成が充分行われた，完全に成熟したOocytesを見ることが出来たが，働蜂

のOvarioles中には卵黄形成が充分行われたOocy’tesを認めることは出来なかった。

　3・CGrpora　allataは，女王蜂，働蜂及び雄蜂共に，薫化当初より幼虫末期までは，

その容積を増大するが，蠣虫期にその容積を極度に減少する。その割合は，女王蜂：働

蜂：雄蜂＝67．7：814：90．9であり，容積減少率は．女王蜂が最も少なく，働蜂のそれが

此れに次ぎ，雄蜂の減少率が最も大ぎい。

　4．蠣虫期に於ける』Corpora　al賦aの容積減少の結果，成虫に於けるC．　A。　index

の比は，女王蜂：働蜂：雄蜂＝6。78：1，38：1となる。而して，女王蜂は幼虫期を通じ

て最大のC．A．　indexの値を持ち，働蜂は成虫期に於て第2位の値をもち，雄蜂は幼虫

期に於て第2位の値を占めて居る。

　5・成虫期㊧女王蜂，働蜂及び雄蜂の℃orPora　allatbは，容積の点に於で，女王蜂，

働蜂，雄蜂の順であるばかりでなく，その組織学的構造‡から見た組織の活動性の点に

於ても亦，女王蜂，働蜂，雄蜂の順である。、

　6・幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との閥の結紮実験の結果は，胸部及び腹部は成虫

化を起すが，頭部は変態を起さない。’

　7．幼虫末期の女王蜂の胸部と腹部との闇の結紮実験の結果は，頭部と胸部とは成虫

化を起すが，腹部は変態を起さない。従って変態中枢は胸部に存するものと思われる。

　8．幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との間の結紮実験及び胸部と腹部との間の結紮実

験の結果は生殖器及び刺整関係器官の発育を抑制するばかりでなく，それ等器官の成虫

組織への改変を不規則ならしめる。

　9．幼虫末期の女王蜂Q斬首実験に於ても，結紮実験の場合と同様な結果を得た。
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璽．翻・版　読　明

1．略記号解説

A　；肛門
AC　；　消イヒ管　．　　　　．

AG’G附属腺（粘液腺）

AL；アルカリ腺（交尾嚢）

AN．；・触角孝門経

AP；Spathaの附’属突起

AS． G受精嚢の附属腺．

AW；　消イヒ管壁

B．；大脳

Bn’；上唇に肉ふ神経

b　；複眼

CA；　Co￥pbra．a11ata　．

CB；i交尾嚢の基部

CD；軸節

CE；表皮性皮膜

C亙；交尾．嚢内層

CL；把握器

CO；交尾嚢内層

CP；蚕尾嚢

CR；卵殻

CT；結締組織

DE．；射精管

D？；毒液の三管

E　；　Epithelium
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　・EO；spathaの先端開孔

　F　；脂肪細胞

　FC　；　Fro1　tal　commissure

　FL；鞭毛起生細胞

　FO；’t盧胞細胞

　FR、；細網細胞

　G：神経球
　GC；腺細胞

　IL．；内腔

LM；縦走筋

　LN；下唇に向ふ神経

　LS；Spathaを・包藏する葉片

M；筋肉
MN；大野に向ふ神経

　簸丁；マルピギー氏管

　MX；小月思に向ふ神1蓋…　．

N　；核

N－llt　；　Nervus　corporis　allati

　Nc　；　錆ヒ養糸田E色

　NT；神経組織

　NV；神経索「

　NVC；神経：細晦

。　；卵災

OB・；輸卵管の基部

　ec　；　oocytes

OCT；単眼

　OD；輸卵管

　CG　：，　Oogonium

OP；産卵管（蜜剣）

P　；掌骨

PG；毒腺

PE；毒嚢内層

？o；毒嚢外層

PR；食思側神経球

R　；放射状に走る結締組織

RN；環状筋

s　；精虫

　SB　；食」首▽ド神経謹求

SC；分泌細胞．

SCS；．分泌物

　SE　；　Sper．rnatecytes

高松好文 ptT40．2’
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SG　1　Sagitta

．SI；受精嚢内層

SL；縫含線

SM；平滑筋

SN；唾腺に向う神経

SO；受精嚢外回

SP　；　Spatha

SPS；Spathaの両側突起

SS；整剣を藏する鞘

ST；受精嚢

STG：i蟄剣

ST亙；二三鋳∫

STiX（E；食道

丁　；睾丸

TF．；1華i丸小胞

TM；横紋筋

TP；Spathaの先端

TR；気管

TS；気嚢
t］］T；二二

u　　・エ愉戸
　　7　J　［＝Ll

v　；膣

VD；’Vas　deferens

VE　1　Vasa．efferentia　’

VP；陰板’

’VS；貯精嚢

Y　；卵黄顯粒

IB；第一大脳

2B；第二大脳

亙V．，．2V，3▽，4V；箆！，第2，第3，第4陰板．

　　　2，・図版解説

Fig．　1．クロスズメバチの営巣する樹洞・

　　　　　玉946年9月／3日駒ケ嶽；北御所（海抜12GG米）にて撮影・

Fig．　2．・雄蜂の生殖器及び交尾器，背面図・

賊9．　3．雄蜂の交尾器，腹面図

Fig・　　4・　左佳蜂第7肛纂節背板・

Fig．　5．　Spathaの腹面拡大図

Fig．　6．女王蜂の生殖器，交尾器並びに刺蟄闘係器官．

Fig・　7・女王蜂の受精嚢の拡大図

Fig．　8．働蜂の生殖器，交尾器並びに刺整関係器管・

F玉9．　9・働蜂め整剣及び陰板の腹面図・
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Fig・1ρ・睾丸小胞（TesticUlar　follicules）末端部の横断面・×54⑪・

Fig．11．垂丸小胞の小輸精管．（Vasa　efferentia）に連なる部分及び輸精管（Vas　deferens）

　　　　　に通ずる部分の断面図・×ユ80・

Ftg．12．睾丸小胞の小品精管（Vasa　efferentia）に通ずる部分の拡大図・×41⑪・

Fig・　13．翰精管の横断面図・×240・

F19・14・貯精嚢（Veslculaεe鶏i駐alls）の縦断面図・×5G・

Fig・コ5・附属腺（Accessory　g互a駐d）横断面図・×24⑪・

F三9・　エ6・雄蜂腹：部末端部の横断面図・×5G・

F玉9・三7・射精管（Ductus　ejaculat・rius）の横断面図・．・450・・

Fig・tte6・雄蜂交尾器（Male　genitalia）の横断面図・×60・

Fig・Ig・Spathの先端部横断面図・×280・

Fig・2…O・女王蜂成虫の腹部横断画図，特に卵巣（0▽ary）の部分を示す・×EO・

Fig・21・女王蜂成虫の卵災小管（OvariGles）の縦断面図．卵母細胞（Oocytes）．栄養細胞

　　　　　（Nurse　cells）並びに濾胞糸暗胞（Follicle　cells）の形成過程を示す，×220・

襲g．22．、女王蜂成虫の卵巣小管中央部の横断面図・Occyteは明かに分化し居るも，栄養細胞

　　　　　及び濾胞細胞の分化は明かならず。此等の中，大形の核を有するものは栄養細胞に，’小

　　　　　形の核を有するものは濾胞細胞に夫々発育分化する。x540，　　　　　　　’

Fig．23．女王蜂成虫の卵巣小管内にて，完全に発育せる（）ecyteの横断面図・反核側に卵黄穎

　　　　　．粒多く，核側に卵黄顎態少なし・×ユ40・

窮9．24．女王蜂卵巣管基部近くの横断面図．成熟しつ玉ある2ヶのOecytesを示す・’×200・

Fig．25．働蜂成虫の卵巣小管の横断面図＝×180．

Fig・26・27，28及び29・女王蜂成虫の卵巣小管内に於けるOecytesの発育に伴ふ濾胞細胞

　　　　　の発育変化を示す，Fig・27は図中最も老熟せるものであって，　Fig・27，　Fig，28，

　　　　　Fig・29と次第に若齢のものを示す，×540・

．Fig・30，3ユ，32及び33．働蜂成虫の卵巣小管内に於けるOGcytesの発育に伴ふ濾胞細胞の発

　　　　　育変化を示す。Fig．3：0は最も老熟せるものであって，　Fig．3ユ，　Fig32，　Fig．33と次第

　　　　　に若齢なるものを示す，×540・

F三9．34』 莱､蜂成虫の輸卵管及び受糧嚢の横断面図．x90。

F三9・35・働蜂成虫の交尾嚢の横断面図．先端部が横断され，基部より横断部に至．るまでの部分

　　　　　が縦断されて居る。k40．

Fig・36・女王蜂成虫交尾嚢朱端部横断面図・×go・　　　　　　・　　　　　　　　　　e

Fig・　37・女王蜂成虫交尾嚢横断面一部拡大図．　x　360．

Fig・38r女王蜂成虫の毒腺の縦断及び横断面図．×⑳0．

Fig・　　39。　女3三蜂成虫画嚢横断面図●　×50．

Fig・．40・女王蜂成虫の毒心及びその附近の断面図．　x　50．

Fig・41・幼虫の食道側腺． iCorpbra　aUata）の位置を示す・（這々模式的）．

Fig・42・幼虫後頭部断面図，食道側神経球（Pha　ryngeal　ganglion）「，食道側腺（CorPora

　　　　　allata）・及び隼道下御経球（Subcesophageal．ganglien）を含む：平面にて切断さる。

　　　　　×6rJ．

Fig・凌3ド女王蜂の大脳及びその附近の解剖図．（胸部側より観察）．約×13；

Fig・44・女王蜂の大脳及びその附近の解剖図・（前面より観察）・約対3・

Fig・145・倒蜂の大脳及びその附近の解剖図・（胸部側より観察）・約×ユ4L　’
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Fig．

Fig．

Fig．・

Fig．

46・働蜂の大脳及びその附近の解剖図・（前面より観察）・約×14．

47・雄蜂の大脳及びその附近の解剖図・〈胸部側より観察）・約×14・

48・雄蜂の大脳及びその附近の解剖図・（前面より観察）・約×14・

49・女主蜂成虫の後頭部横断面図・食道側腺．食道下神経球及び食道側神川の一部を含む

　　平面にて切断さる。×65・

50・女王蜂第一齢幼虫の食道側腺横断面図．x170．

51・女王蜂第二齢幼虫の食道側腺横断附図．x170．

52・女王蜂第三齢幼虫の食道側腺横断面図。×！70．

53・：女王蜂繁四齢幼虫の食道側腺横断面図・x170・

54・女王成虫の食道側腺縦断面図．×450．

55・働蜂第一齢幼虫の食道側腺縦断面図・×170・

56・働蜂錆二伸幼虫の食道側腺縦断面図．×170．’

57・働蜂第三齢幼虫の食道側腺縦断面図・×170・

58・働蜂第四齢幼虫の食道側腺縦断面図．×170．

59・働蜂成虫の：食道側腺縦断面図．×《50．

60・雄蜂第一齢幼虫の食道側腺横断面図．×170．

61・雄蜂窮二陣幼虫の食道側早手断面図．（却々斜に切断さる）・×170・

62・雄蜂第三齢幼虫の食道側腺横断面図．（稚1々雪冤切断さる）・×170・

63・雄蜂第四齢幼虫の食道側腺縦断面図61×170・　　　・

64・雄蜂成虫の食：道側腺縦断面図．×450．

65・F三9・66・及びFig・67・10月31日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との問及び胸部と腹：

　　部との聞で結紮せるものを結紮直後撮影せるもの

68．飼育用定温器中にて，幼虫末期の：女王蜂より成虫化せるもの（無手術）

69・1G月31日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との間で結紮し，11，月18日巣房より取り出し

　　て撮影せるもの

70．Fig・71及びFig．72．．Fig．69に示すものN申の1個体を択び，特に側面，背面及

　　び懸想より描写せるもの。×5．

73．10月31日幼虫末期の女王蜂を胸部と腹部との間で結紮し，！1月18日巣房より取り出し

　　て撮影せるもの・

74．結繭後5日（10月26日）の女王蜂蠣の頭部と胸部との問を結繁し，結紮後15日（11月

　　10日）巣房より取り出して撮影せるもの。

75．10月31日幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との間で結紮し，10月18日固定せるものx

　　卵業小管の基部横断面図．×70．

76．10月2珀幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との間で結紮し，11月7日固定せるものx卵

　　巣小管の基部横断画図．×450．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、一“

77．10月21日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との闘を結紮し，ユ1月7日固定せるものの卵

　　巣小管中央部（末端近クン横断面図・×630・

78．Fig．76と同一物を，エ00倍の倍率を持つレンズを用いて撮影せるもの。6本の卵菓小

　　管が横断され，その右側に消化管表わる。

79．Fig．78と同一物を，特に，横断された卵巣小管の部分のみ，4GO簡の倍率を持つレγ

　　ズを用いて撮影せるもの
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Fig.80.Fig・75に 示 す実 験 区 に対 す る標 準 区 の個 体 の 卵 巣 小 管縦 断 面 図 。 ×280.、

郵9・81・Fig・80に 示 す もの 玉一 部 分 を特 に拡 大 せ る も の・ ×450・

Fig・82・Fig・80に 示 す もの を,駕0倍 の 倍率 を持 つ レyズ を用 い て撮 影 せ る もの ・.

Fig・83・Fig・82に 示 す もの を,4CO倍 の倍 率 を持 つ γ ソズ を用 い て撮 影 せ る もの.

Fig.84.10月31口 幼虫 末 其l/の女 王 蜂 を,頭 部 と胸 部 の間 で 結 紮 し,!ユ 月18日 圃 定 せ る も めX輸

卵 管 壁 一 部 拡 大 図 ・ ×450・

Fig.85.Fig.84に 示 す 実 験 区 に対 す る標 準 区 の個 体 ¢)輸卵 管 壁 拡 大 図・ ×630・

Fig.86,10月31日 幼 虫 末 期 の女 王 蜂 を,頭 部 と胸 部 との間 で結 紮 し・11月 ヱ8日 固定 せ る ものx

腹 部 来 端 部 の縦 断 面 図.x50.

図 中に 毒 嚢,受 精 嚢,輸 卵 管,毒 嚢 を外 界 に 導 く管 及 び 脂 肪 細 胞 等 表 わ る。

Fig.87。10月31日 幼 虫 末 期 の女 王 蜂 を,頭 部 と胸 部 との 聞 で 結 紮 し,11月i8日 固 定 せ る ものx

毒嚢 壁 拡 大 図.×630.

Fig.88.Fig♂86に 示 す も のを,1GO倍 の倍 率 を もつ レyズ を 用 い て撮 影 せ る もの 。

Fig。89。Flig.86に 示 す もの 二中,毒 嚢 及 び 受 精 嚢 の 部 分 を,400倍 の倍 率 を 持 つ レソ ズ を用 い

て撮 影 せ る もの 。

Fig.93。Fig.85と 同一 個 体(結 紮 個 体 に対 す る標 準 個)の 毒 嚢 及 び 毒 腺 の断 面 図 ・ ×70・

Fig。91.Fig.93に 示 す も の 工毒 嚢 壁 一 部 拡 大 図 ・x450・

Fig.92.Fig.90に 示 す もの と同二 個 体 の 切 片 を,1◎ り倍 の倍 率 を もつ レ ソ ズを 以 つ て撮 影 せ る

もの,毒 嚢,同 輸 管 及 び交 尾嚢 の一 部 表 わ る。

Fig・93・Fig.92に 表 わ れ た る毒 嚢 及 び 同輸 管 を4GO倍 の倍 率 を もつ レyズ を 用 い て撮 影 せ る も

の 。憲 嚢 の 内 層 外 層 及 び 脂 肪頬 粒 表 わ る。

Fig・94.ヱ0月31E{幼 虫 末 期 の女 王 蜂 を頭 部 と胸部 との 問 で 結 紮 し,11月18E個 定 せ る も の Σ受

精嚢 壁 の一 部 分拡 大 図 ・X450・

Fig.95.10月33日 幼 虫 末 期 の 女王 蜂 を頭 部 と胸 部 との問 で 結紮 せ る実 験 個 体 に 対 す る標 準 個 体

の 受 精 嚢 壁 の一 部 分 拡 大 図.x騒0。

Fl9.96.110月31日 幼 虫末 期 の 女 王 蜂 を頭 部 と胸 部 の間 で 結 紮 し,11月18日 固 定 せ る もの 工交 尾

壁縦 断 面 図.x630・

Fig.97.Fig.95に 示 せ る もの と同 一 個 体(標 準 個 体)の 交 尾 嚢縦 断 面 図 ・x20(瓦

Fig.98.F19.97に 示 せ る も の(標 準 個 体)の 交 尾嚢 壁 の一 部 分 拡 大 図 ・x540・

Fig,99.Fig.97に 示 せ る交 尾 嚢 の縦 断 壁(標 準 個 体)を4Ge倍 の倍 率 を もつ ン ソ ズ を用 い て撮

影 せ る もの

Fig・ ユCO・!1月3日 幼 虫末 期 の 女 王蜂 を漸 首 し・.!1月23日 に巣 房 よ り取 り出 し て撮 影 せ る もの

 Résumé

Studies on the Mechanism of the Determination of the 

  Sexual function in  Vespula  lowisii (CAMERON), 

             (Hymenoptera, Vespidae).
       by 

Yoshifumi  TAKAMATSU

 On the social wasp are three morphological and physiological forms 

sexually ; the queen, the worker and the drone. The queen and the 

worker are the female on the sex, and the former has the faculty of the
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　　　　・ゆ・siti・n　butゆe玉・t・te・．聯麟・usua1至y・By　what．mechanism　・三s
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　　　　t；tese．　studies　eo　soive　L“he　above　snentiQned　question，　anq　tl　．e　residilts

　　　　obtained　from　it　wil／｝　be　sunimaTized　as　follews；　’　’

　　I」．．　10n　ptesPula　gezvisii　（CArV［ERON）　are　the　three　inorphological　and

　　　　physiological　t－orms　sexually；　the　queen，　the　worker　and　the　drone．．

　　　　The’　queen．’and　the’worker．　．g，re　the．．　fe’　．male　on　the　sex．　And　the　form’　er
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　　　　ical　points　of　the　re’prod“ctive　o；”gan　are　’as　follows　；

　　　　（i）．　．The　ovary　c？f’dehie．　queen　grows　so　well，’bu’t　the　Tavorker’s　doeg

　　　　not　we］1．　（ii）．．　The　follieular　celis　in．　the　egg　charnber　of　the　queen　ar・e

　　　　obsei’ved　as　gT－owing　iyk　povLrerful，　btit　．　the　worker’s　do　not　grrow　in

　　　　powerful　as　ira　the　ctise　of　t．’he　qiseen’　R．　folli・ular　cc－lls　：　ln　the　sect；ons，

　　　　the　queeゴs　follicv．lar　cells　are　seen　as　squttLre　cells　a葺d　t駐e且腿clei　are

　　　　large　and．　power．　ful，　’but　the　workF．ir’　s　follic“etlar　eells　are　seen　as　ree’tuangle

　　　　cell－s　4nd　the　nuciel．ax”e’　small　and　fee’ol，a．　as　’tbe　whole，　（iii）．　．ln　the

　　　　qUeen’SGv曲1・S　are　the　m・tぬt・d◎・cyt・S　wi出y・lk　g・脚1eS・bUt　ip．

　　　　the　wo’rker’s　can　not　see　She　oocYte　pc－rferimied　the　yolk　g，orniakLien．

3．．　The　cgf’pata　allata　of　the　queen，　th－e　vLrorker　and　thd　drone　are　grqwin一　g

　　　　from　the・stage　ot　the　hiat．ching　to　the　last　part　of　4．i．iie　larva，　bin’t　in　the

　　　　p”dpal　＄’tage，　the　corpora　allata　contz－act　’int”e　the　sm．o－til　v，olume＄，　And　the

　　　　vatios　of．contractedness　are　as　folloWs　；　qu．E・・n．・．一n　：　workper　：　dron，一e＝67．　7　：

　　　　8L　4．・9帆“・r・m・thi・・res・lt，．th・d雌・’・…p・S・ll・撫融・・th・五・・g・・し

　　　　r．nte　of　’tha．　con’tractedness，　in　t．he　second　place　is　the　worker’＄，　in　the

　　　　thic－rd　place　i’s　’the　queen’s．

　　4，　By　the　resul’t　of　the　contractedness　in　一i　he　pupal　stage，　the　ra’tios　of

　　　　’the　C．　A．　inKXiices　of　the　iirp．agos　becoLme　as　fo11・bws　；　queen　：　work．　er　：

　　　　dr’oneT6．　78　：　1．38　：　1．　’1］he　queerf　s　corpgs　aala’ttzm　has　’the　lavrgest’　CL

　　　　A．・indcl　ex　a’e．　the　larval　and　i．maginal　skLages，　the　drone’s　takes　’the

　　　　secend　r．lace　of　Lthe　C．　A．・index　at　t’ne　larwa1　stage，　’the　worker’s　takes

　　　　傘esec・無d　place・f　th・C・今・強d・x・t　the　im・g勲1．sむ・ge・

　　5．　Not　onl’y　from　t’he　vip．w　’poin’t　of　the　C．　A．　index，　in　the　imaginal

　　　　s’icage，　bgt　also　on　the　histological’　s’t”rueture　the　aceivi－Li：e’　s　of　the　corpota

　　　　allata　’are　in　or・der　o’fi　the　a－ueen，　the　worker　and　the　droneL　An（1

　　　　in　the　i．maginai　stage　the　cell　boundary　of．the　corpora　allata　can　not

　　　　almost　be　recognized．　The　ngclei　in　the　corpoTa　ailata　of’　the　queen　and

＊　Assistant　Prefessor　of　Entomole．cry，　Faculty　of　Agriculture，　Shinshu　U一，　ive’ @rsity．
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　　　　the　W◎rker　are互arge　a血d　irregUlar　in虚eiてShape．　And　in　ge皿era亘，出e

　　　　cOrpUS．　allatUm　Of　the　qUeeR　apPeaτS　aS　if幽出e　mOSt　p碑er細，　the・neXt・iS

　　　　the　worker’s　and　［’in　gthe　c’orpus　allatum　of　the　drone　the　nqclei　are

　　　　small　and　round　or　elliptical　in　their　shape．　Thusj　the　actMty　of　she

　　　　corpus　allatum　of　the　drone　seems　as　if　the　most　feeble．

　　6．　The　results　of　the　ligation　between　tke　head　and　thorax　of　the　iarval

　　　　queen　of　the　last　stage　arc一　as　folZow＄　；’　the　thorax　and’　ehe　abdomen

　　　　metamorphesed　into　the．　imaginal　character，　but　the　head　comes　to　a

　　　　halt　in　the　larval　charac’ter．

　　7．　The　results　of　the　ligation　bawtween　the・　thorqx　and，abdoipen　Qf　the

　　　　garval　queen　of　the　last　s’tage　are　as　follows；the　head　aAd　thorax

　　　　rnetamorphosed　into　the　imaginal　character，　but　the　abdomen　came　te

　　　　a　halt．in　the　larval　character．　So　that　it　appears　so　as　the　metamorphic

　　　　C合nte■is　in　t亜｝e宅hOfax．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　8．By癒e　ligat王◎ns　between　the薮ead・and・晦thorax，癒e　thorax　a且d乞he

　　　　abdomen　of　the　larval　queen　of　the　｝ast　stage，　the．　developme．　nts　Qf　the

　　　　reproductive”　organ　and　the　organs　belong　to　the　sting　are　s．u’ppressed

　　　　and　±he　changes　into　the　imagina1　tissues　become　in　irregular．

　　9．　The　Tesults　of　the　decapi’tation　of’the　larval　a；ueen　o［　the　last　stage

　　　　are　tbe　s？一me　that　of　the　ligation　of　the　larval　q”aeen　of　the　las’e　stage．

　　10．　By　the　above　mentioned　results，　it　appears　as　if　the　dif‘kerence　on

　　　　the　sexual－function　between　the　queen　and　the　wbrker　will　be・　decided　by

　　　　the　strength　of　the．　secra．．tive　activity　of　the　corpus　allardim．．
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